
◎表紙

「アカプラ」（札幌市北3条広場）から札幌駅前通を望
む。ここは都心に開かれた公共空間であり、ビアガー
デンやマーケット、冬季イルミネーションなど多様な
イベントが開かれる“にぎわい拠点”である。札幌駅
前通から大通公園へ連続する動線上に位置し、観光・
交流・滞在の受け皿として都心回遊の流れを生み出
している。
キャラクターは、札幌観光大使を務めている『雪ミ
ク』と『ラビット・ユキネ』。
Art by KEI / 雪ミク © CFM

（p.9、p.20参照）



創
の

羊ヶ丘展望台に立つクラーク博士像
は、「青年よ大志を抱け」の言葉とともに
札幌の象徴である。未来へ視線を向ける
姿は、いまも挑戦する心を呼び起こす。

発行元：株式会社NTTアーバンソリューションズ総合研究所
〒101-0021 東京都千代田区外神田4-14 -1 秋葉原UDX
写真：gettyimages 北海道大学 他
問合せ先：usri-inquiry-ml@ntt-us.com
©️NTTアーバンソリューションズ株式会社
発行日：2026年1月

本誌掲載の記事、写真、イラストなどの無断転載はかたくお断わり
いたします。本文で使われている会社名および製品名はその所有者
の商標、もしくは登録商標です。本文中の敬称は省略しています。

開拓期の“スタートアップ”から歴
史を刻む「札幌市時計台」。静か
に挑戦するまちを見守っている。

札幌の冬を彩る「雪ミク電車」。観光・ファン
イベントでも注目を集める。
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❷ 札幌駅

アーバンネット 札幌リンクタワー (HooK) ❹

❾ 札幌市役所／社交場ヤング

13 オー
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（地下街
）

4PLA ❻ 

❼ IKEUCHI LAB

12 地下鉄大通
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JR 55 SAPPORO ❺

北海道庁旧本庁舎 橍

❶ 北大リサーチ&ビジネスパーク

16 大通公
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❸ 
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）

テレビ塔

北４西３地区再開発 

札幌市資料館

北大農学部

クラーク会館

エア・ウォーターの森

地下鉄さっぽろ駅

札幌市時計台

創
成
川
通

アカプラ

北３条通

12

12

36

5

230

230

❽  

札
幌
駅
前
通

大通西４南地区再開発 

表紙撮影ポイント
北大植物園

 

1
3
ポ
ー
ル
タ
ウ
（
地
下
街
）

❻【4PLA】かって札幌の若者文
化を牽引した “ 4 プラ” を継承し、
建替えを機に公開空地を開放。
誰もが集える都心の居場所とし
て再生した複合ビル。 → p.26

❼【IKEUCHI LAB】札 幌 の 老 舗
デパートが開いた実験拠点。ス
タートアップやクリエイターと混
ざり合い、新たな表現と産業が
芽吹く共創ラボをめざしている。

❽【札幌駅前通】都心を南北に結
ぶ主軸道路。「北４西３地区 」「大
通 西４南地 区」などの再開発が
進行中。 → p.8

❸【チ・カ・ホ】札幌駅から大通を結び都心
の回遊性を高める地下ネットワーク。厳しい
冬でも歩行者を守り、にぎわいを下支えする。

❷【札幌駅】周辺地区再開発と北海道新幹線
延伸が重なり、札幌都心の姿を塗り替える大
規模更新が進む。

14【北大テックガレージ】学生のプロダクト開発
を支援する北大の試作拠点。技術系コミュニ
ティを育て、スタートアップ創出をめざす。

15【札幌市産業振興センター中小企業や創
業者などを支援するための複合施設。産業活
性化とビジネス創出を促進する。→ p.5

16大通公園】市街地を東西に横切る帯状の
都市公園。イベントや休憩、観光の拠点とし
て年間を通じて幅広く利用される。

【FMI 国際拠点棟】FMI 国際拠点のほか、社会・
地域創生本部、HSFC（エイチフォース）、HX（エ
イチクロス）などが置かれている。

【北キャンパス総合研究棟3号館】産学・地域
協働推進機構、スタートアップ創出本部、産
学連携推進本部などが置かれている。

【北海道産学官協働センター】企業が大学等
の研究成果を活用するために設置された産学
官共同研究施設。レンタルラボもある。

【北大ビジネス・スプリング】北大や地域の大
学や研究機関の知的資源を活用し、新事業創
出や育成を行うインキュベーション施設。

❹【アーバンネット札幌リンクタワー】旧 HBC
本社跡地で進む複合開発。SU 拠点 HooK が併
設されることでも注目される。 → p.28

❾【札幌市役所／社交場ヤング】札幌・北海道
発スタートアップの創出、活性化を目的として
設置した交流拠点。市役所19 階にある。 → p.4

❺【JR 55 SAPPORO】本格的なインキュベー
ション 施 設 の「Deep Tech CORE SAPPORO」
と「HOKKAIDOxStation01」が開設している。

11【北海道庁旧本庁舎1888 年に完成し約
80 年間、道政を担った歴史的建造物（国重文）。
2025 年にリニューアルオープンした。

12【地下鉄大通駅市営地下鉄は市内を東西
南北に結び、市民の移動を支える。大通駅は
南北線、東西線、東豊線の全てが乗り入れる。

10【凹場 anaBa北海道ビル跡地に、公民連
携の期間限定の実証フィールドを開設。展示
やワークショップなどに使われる。→ p.25

13【オーロラタウン・ポールタウン大通駅を
基点に東西南北に広がる「さっぽろ地下街」
を構成。にぎわいと交流を生み出している。

※上記地図は国土地理院地図航空写真 (2020)

※完成予想図

北海道

青森県

札幌市

作業スペース：中央キャンパス総合研究棟 2 号館 1 階
その他に FMI 国際拠点棟 1 階

❶北大リサーチ & ビジネスパーク  → p.14・15

札幌スタートアップ
支援拠点関連 Map

札幌は2019年に「STARTUP CITY SAPPORO」を立ち上げて以
降、産学官が連携しながらスタートアップ支援を広げてきました。
2023年には「STARTUP HOKKAIDO 実行委員会」としてオール
北海道にスケールアップし、技術やクリエイティブが交わる土壌が
育っています。
北大の研究支援、市の創業サポート、民間拠点や都心再開発が連動し、
挑戦する人を後押しする流れが着実に形成されています。

Photo5: RJD / CC BY-SA 3.0　Photo12: Diimu / CC BY-SA 4.0
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ベ
ン
チ
ャ
ー
か
ら
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
18
年

エ
コ
シ
ス
テ
ム
と
な
る
人
脈
を
築
き
上
げ
る

―
―
ま
ず
は
、坂
井
局
長
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
に
つ
い

て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。ど
う
い
う
経
緯
で
ま
ち
づ

く
り
や
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
に
関
わ
る
よ
う
に
な
ら

れ
た
の
で
す
か
。

坂
井　

私
は
１
９
８
８
年
に
入
庁
し
、い
ろ
い
ろ

な
部
署
を
経
て
、40
歳
の
と
き
に
経
済
観
光
局

（
当
時
は
経
済
局
）の
係
長
と
し
て
着
任
。今
で

言
う
と
こ
ろ
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
に
な
る
ベ
ン

チ
ャ
ー
支
援
事
業
な
ど
を
担
当
し
ま
し
た
。

Ｉ
Ｔ
、バ
イ
オ
、ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
産
業
の
振
興

を
担
当
し
、ち
ょ
う
ど
札
幌
で
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ブ
産
業
が
伸
び
始
め
た
時
期
で
し
た
。北
海
道

大
学
の
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
施
設「
北
大
ビ

ジ
ネ
ス
・
ス
プ
リ
ン
グ
」（
２
０
０
８
年
設
置
）

が
立
ち
上
が
っ
た
の
も
そ
の
こ
ろ
で
、国
の
補

助
金
申
請
な
ど
を
担
当
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、東
京
事
務
所
に
赴
任
し
、シ
テ
ィ

セ
ー
ル
ス
担
当
課
長
を
務
め
、観
光
振
興
と
企

業
誘
致
を
３
年
間
担
当
し
ま
し
た
。首
都
圏
で

の
企
業
面
談
や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
通
じ
、

札
幌
と
い
う
都
市
を
客
観
的
に
見
つ
め
直
す

経
験
に
な
り
ま
し
た
。札
幌
に
課
長
と
し
て
帰

任
し
て
か
ら
は
部
長
、そ
し
て
局
長
と
し
て
経

済
畑
を
歩
み
、現
在
に
至
り
ま
す
。か
れ
こ
れ
約

18
年
、地
域
経
済
の
成
長
に
携
わ
っ
て
き
ま
し

た
。札
幌
発
の
複
合
型
イ
ベ
ン
ト「
No
Maps
」

（
p

・ 

22
参
照
）の
立
ち
上
げ
に
も
関
わ
り
ま
し

た
。創
業
支
援
か
ら
ベ
ン
チ
ャ
ー
支
援
、ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
へ
と
言
葉
も
変
わ
り
、時
代
の
変
化

を
肌
で
感
じ
て
き
ま
し
た
。現
在
の
札
幌
で
は

テ
ッ
ク
系
を
中
心
に
挑
戦
す
る
土
壌
が
着
実
に

育
っ
て
お
り
、今
は
そ
の
流
れ
を
さ
ら
に
広
げ
、

根
づ
か
せ
て
い
く
こ
と
が
行
政
の
使
命
だ
と
感

じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

―
―
ほ
ぼ
経
済
畑
一
筋
と
い
う
の
は
、自
治
体
で
は

珍
し
い
で
す
ね
。

坂
井　

札
幌
市
は
ゼ
ネ
ラ
リ
ス
ト
を
育
て
る
文

化
が
強
く
、特
定
分
野
に
長
く
関
わ
る
の
は
珍

し
い
方
で
す
。幸
い
に
も
経
済
分
野
で
長
く
務

め
ら
れ
た
こ
と
で
、地
元
企
業
の
経
営
者
や
大

企
業
の
支
店
長
、商
店
街
の
理
事
長
、大
学
関
係

者
、金
融
機
関
な
ど
、幅
広
い
方
々
と
継
続
的
に

関
係
を
築
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。経
済
施
策

は
短
期
間
で
成
果
が
出
る
も
の
で
は
な
く
、時

間
を
か
け
て
信
頼
を
積
み
重
ね
る
こ
と
が
何
よ

り
重
要
で
す
。そ
う
し
た
人
と
人
と
の
関
係
こ

そ
、札
幌
の
経
済
を
下
支
え
す
る
土
台
で
あ
り
、

地
域
社
会
を
動
か
す
ま
ち
の
力
の
源
泉
だ
と
感

じ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、経
済
畑
と
い
っ
て
も
多
様
な
業
務
に

携
わ
っ
て
き
た
こ
と
で
、企
業
誘
致
か
ら
再
開

発
、資
金
調
達
ま
で
を
横
断
的
に
見
通
す
力
を

得
ま
し
た
。俯
瞰
的
に
全
体
を
捉
え
る
視
点
を

磨
け
た
こ
と
は
、行
政
官
と
し
て
何
よ
り
の
大

き
な
財
産
に
な
っ
て
い
ま
す
。

坂井智則 氏
札幌市経済観光局 局長
NoMaps実行委員会委員

1965年札幌市生まれ。1988年、北海学園大学法学部
卒業後に札幌市役所に入庁、東京事務所シティセールス
担当課長、経済観光局産業振興部経済企画課長、産業振
興部長などを経て、2024年より経済観光局長に就任。
NoMaps実行委員会委員も務める。現在は産業振興計画
の策定から企業・人材の誘致、スタートアップ創出、観光振
興、ロケ誘致、商店街活性化、食の海外輸出、雇用創出、農
業振興、中央卸売市場の運営など幅広い業務に携わる。

# スタートアップ
# 企業誘致

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
と
コ
ラ
ボ
す
る
ま
ち
札
幌

• 北海道産学官協働センター 運営開始。ベンチャー企業の研究開発などを支援。（2000 年）

• ICC（インタークロス・クリエイティブ・センター）開設。（2001 年）（2013 年から札幌市産業振興センターに移設）

• 札幌市産業振興センターが、創業支援など市内産業の振興を担う中核施設として供用開始。（2002 年）

• 北大ビジネス・スプリング 開設。（2008 年）

• ユネスコ創造都市ネットワークのメディアアーツ分野への加盟が認定。（2013 年）

• 映像のまち条例 制定。クリエイティブ振興をはじめデジタル産業へ波及。（2014 年）

• 北海道大学が産学・地域協働推進機構を発足。（2015 年）

• NoMaps が初開催。映画・音楽・IT・スタートアップが融合した都市型フェス。（2016 年）

• STARTUP CITY SAPPORO 始動。札幌市が本格的なスタートアップ支援を体系化。起業家育成・ピッチ・資金支援。（2019 年）

• 北海道スペースポート（HOSPO）が大樹町で本格稼働。宇宙系のスタートアップへの期待高まる。

• 北海道大学がスタートアップ創出本部を地域・協働推進機構内に新たに設置。北大発スタートアップ創出力を強化。

• STARTUP HOKKAIDO 実行委員会 発足。北海道 × 札幌市 × 北海道経済産業局の広域スタートアップ推進。全道ネットワーク化へ。

• SAPPORO CO-CREATION GATE 開設（札幌市官民連携窓口）。

• 国家戦略特区（金融・GX）に札幌市・北海道が正式指定。スタートアップ支援と企業誘致が制度的に強化される転換点。

• 「第 2 期スタートアップ・エコシステム拠点都市（グローバル拠点都市）」に札幌・北海道選定。（～ 2029 年）

• 札幌・北海道スタートアップ・エコシステム推進協議会 発足。

• 「第 1 期スタートアップ・エコシステム拠点都市（推進拠点都市）」に札幌・北海道選定。（～ 2024 年）

• J-Startup HOKKAIDO 発足。全国版 J-Startup の北海道版。

• 「大札新」スローガン提示（札幌が、大きく、新しく、変わる。／再開発を契機として企業誘致をさらに進めるために策定したスローガン）。

• HSFC（北海道未来創造スタートアップ育成相互支援ネットワーク）が正式始動。

• 岸田内閣が「スタートアップ育成５か年計画」を決定。スタートアップ・エコシステム創出、第二の創業ブーム実現に拍車。

• 1980 年から 1990 年半ばにかけて「サッポロバレー」と呼ばれる道内 IT 企業群が成長。ハドソン社が有名。

 

2000 年以前

年 札 幌・北海 道スタートアップ 関連の沿革

2000 年代

2010 年代

2020 年

2021年

2022 年

2023 年

2024 年

2025 年

■  札幌・北海道スタートアップ関連情報 本情報は本誌作成による

『
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
と
コ
ラ
ボ
す
る
ま
ち

Ｓ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
』
は
――

『
大
札
新
』
と
『
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
』
の

両
翼
で
羽
ば
た
く
札
幌
の
未
来
像
で
す
。

STARTUP HOKKAIDO実行委員会が札幌・北海道発スタートアップの創出、活
性化を目的として設置した交流拠点「社交場 ヤング」にて。（札幌市役所19階）
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観
光
と
経
済
が
両
輪
と
な
り

交
流
人
口
を
増
や
し
札
幌
の
産
業
を
動
か
す

―
―「
経
済
観
光
局
」と
い
う
名
称
は
他
で
は
あ
ま

り
聞
き
ま
せ
ん
が
、ど
の
よ
う
な
意
図
が
あ
る
の
で

し
ょ
う
か
。

坂
井　

そ
う
で
す
ね
。全
国
的
に
も
あ
ま
り
例

が
な
い
と
思
い
ま
す
。も
と
も
と
経
済
局
の
下

に
観
光
の
部
署
が
あ
っ
た
ん
で
す
が
、一
時
観

光
と
文
化
を
一
緒
に
す
る
と
い
う
の
で「
観
光

文
化
局
」が
つ
く
ら
れ
て
観
光
が
抜
け
た
ん
で

す
。そ
の
後
、観
光
が
経
済
の
中
核
を
担
う
と
い

う
こ
と
で
、再
び
経
済
局
に
戻
っ
て
き
た
経
緯

が
あ
り
ま
す
。そ
の
際
、吸
収
す
る
の
で
は
な
く

対
等
な
関
係
を
示
す
意
味
で「
経
済
観
光
局
」に

な
り
ま
し
た
。経
済
も
観
光
も
、札
幌
と
い
う
都

市
を
動
か
す
両
輪
で
あ
り
、ど
ち
ら
が
上
で
も

下
で
も
な
い
と
い
う
考
え
方
で
す
。

　

観
光
は
宿
泊
業
や
飲
食
業
、交
通
、イ
ベ
ン
ト
、

Ｉ
Ｔ
、も
の
づ
く
り
、物
産
品
販
売
な
ど
、広
範

な
産
業
に
波
及
効
果
を
も
た
ら
し
ま
す
。経
済

の
側
か
ら
見
て
も
、観
光
を
起
点
に
地
域
ブ
ラ

ン
ド
や
雇
用
が
生
ま
れ
る
。た
と
え
ば
、「
さ
っ

ぽ
ろ
雪
ま
つ
り
」な
ど
も
単
な
る
イ
ベ
ン
ト
で

は
な
く
、地
元
企
業
が
技
術
や
製
品
を
発
信
す

る〝
経
済
活
動
〟の
場
な
ん
で
す
ね
。

　

ま
た
、観
光
は
外
か
ら
人
を
呼
び
交
流
人
口

を
増
や
す
原
動
力
で
あ
る
と
同
時
に
、市
民
が

誇
り
を
持
つ
た
め
の
要
素
で
も
あ
り
ま
す
。札

幌
が
国
内
外
か
ら
選
ば
れ
る
都
市
で
あ
る
た
め

に
は
、ビ
ジ
ネ
ス
だ
け
で
な
く
、文
化
や
暮
ら
し

の
質
を
高
め
る
こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。経
済

観
光
局
と
い
う
名
前
に
は
、そ
う
し
た「
都
市
の

総
合
的
な
魅
力
を
高
め
る
責
任
を
担
う
部
署
で

あ
り
た
い
」と
い
う
思
い
を
込
め
て
い
ま
す
。

雪
・
美
食
・
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
三
本
柱
が

持
続
可
能
な
札
幌
の
経
済
成
長
を
実
現
す
る

―
―
さ
て
こ
こ
で
、札
幌
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
針

の
な
か
で
、ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
は
ど
の
よ
う
に
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

坂
井　

産
業
分
野
の
方
向
性
を
示
す「
第
２
次

札
幌
市
産
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
」で
は
、「
観
光
」

「
食
」「
Ｉ
Ｔ
」「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
」「
健
康
福
祉
・

医
療
」を
重
点
分
野
と
定
め
て
い
ま
す
。そ
こ
で

私
た
ち
は
、札
幌
ら
し
さ
を
際
立
た
せ
、特
に
発

信
力
の
高
い「
観
光
」と「
食
」を
交
流
人
口
拡
大

の
呼
び
水
と
し
、「
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
」を
革
新

と
成
長
の
エ
ン
ジ
ン
と
し
て
位
置
づ
け
ま
し
た
。

こ
れ
ら
三
つ
の
施
策
群
を
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
し
、相
乗
効
果
を
高
め
な
が
ら
産

業
振
興
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

一
つ
目
は「
ス
ノ
ー
リ
ゾ
ー
ト
シ
テ
ィ
Ｓ
Ａ
Ｐ

Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
」。
１
９
７
万
人
の
都
市
に
６
つ
の
ス

キ
ー
場
を
有
す
る
雪
の
都
と
し
て
、観
光
と
ス

ポ
ー
ツ
、生
活
文
化
を
結
び
つ
け
た
都
市
ブ
ラ

ン
ド
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

二
つ
目
は「
美
食
の
ま
ち
・
さ
っ
ぽ
ろ
」。ス
ペ

イ
ン
の
北
部
に
あ
る
サ
ン
・
セ
バ
ス
テ
ィ
ア
ン

市
と
連
携
協
定
を
結
び
、食
と
観
光
を
融
合
さ

せ
た
都
市
モ
デ
ル
の
確
立
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　

三
つ
目
が「
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
と
コ
ラ
ボ
す

る
ま
ち
Ｓ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
」。行
政
・
大
学
・
企
業

が
一
体
と
な
り
、社
会
課
題
を
解
決
す
る
共
創

拠
点
を
つ
く
る
も
の
で
、ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
を
ま

ち
づ
く
り
の
推
進
力
に
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
三
本
柱
は
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
施
策
で

は
な
く
、互
い
に
連
鎖
し
な
が
ら
札
幌
の
産
業

と
暮
ら
し
を
支
え
る
基
盤
を
形
成
し
て
い
ま

す
。ス
ノ
ー
リ
ゾ
ー
ト
に
訪
れ
た
観
光
客
が
札
幌

の
食
文
化
に
触
れ
、そ
こ
か
ら
新
し
い
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
が
生
ま
れ
て
い
く
。そ
う
し
た
好
循
環

を
意
識
的
に
設
計
し
て
い
る
ん
で
す
。行
政
計

画
と
し
て
明
確
に
位
置
づ
け
る
こ
と
で
、属
人

的
に
な
ら
ず
人
が
変
わ
っ
て
も
理
念
が
継
承
さ

れ
、持
続
的
に
展
開
す
る
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
。

美
食
の
聖
地
サ
ン
・セ
バ
ス
テ
ィ
ア
ン
と
連
携

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
で
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
刺
激

―
―
三
つ
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中

で
サ
ン
・
セ
バ
ス
テ
ィ
ア
ン
が
関
わ
っ
て
く
る
の

は
な
ぜ
で
す
か
。街
並
み
も
美
し
く
、料
理
も
美
味

し
い
と
こ
ろ
で
す
か
ら
、す
ご
く
興
味
を
惹
か
れ
ま

す
ね
。

坂
井　

私
も
現
地
に
行
き
、改
め
て
学
ぶ
こ
と

が
多
か
っ
た
と
感
じ
る
ま
ち
で
す
。サ
ン
・
セ

バ
ス
テ
ィ
ア
ン
は
、「
美
食
の
聖
地
」と
し
て
世

界
的
に
有
名
で
、美
食
を
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と

結
び
付
け
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
エ
コ
シ
ス
テ
ム

に
も
こ
の
強
み
を
活
か
し
た
独
自
の
発
展
を
見

せ
て
い
る
都
市
で
す
。札
幌
市
も
そ
れ
に
倣
い
、

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
も
見
据
え
て
、単
に〝
食

べ
る
〟で
は
な
く
、〝
食
を
通
じ
て
体
験
す
る
〟と

い
う
新
し
い
観
光
の
形
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
象
徴
が
、２
０
２
４
年
に
ス
タ
ー
ト
し

た「
北
海
道
フ
ー
ビ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」で

す
。フ
ー
ド（
食
）と
ム
ー
ビ
ー
（
映
画
）を
組
み

合
わ
せ
、映
画
に
登
場
す
る
料
理
を
札
幌
の
飲

食
店
で
実
際
に
味
わ
え
る
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
で
、

食
文
化
を
映
像
を
通
し
て
広
め
る
試
み
で
す
。

こ
の
発
想
の
源
流
は
、73
年
の
歴
史
を
持
つ「
サ

ン
・
セ
バ
ス
テ
ィ
ア
ン
国
際
映
画
祭
」の
料
理

を
テ
ー
マ
に
し
た
カ
リ
ナ
リ
ー
（
台
所
）部
門

に
あ
り
ま
す
。そ
こ
で
上
映
さ
れ
た
映
画
の
料

理
を
実
際
に
観
客
に
提
供
す
る
仕
組
み
を
札
幌

流
に
ア
レ
ン
ジ
し
た
ん
で
す
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
る
に
あ
た
っ

て
は
、行
政
だ
け
で
は
な
く
民
間
や
大
学
、ク

リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
企
業
が
一
体
と
な
っ
て
い
ま

す
。た
と
え
ば
北
海
道
新
聞
社
、大
泉
洋
さ
ん
が

い
るTEAM

 NACS

を
擁
す
る
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ブ
オ
フ
ィ
ス
キ
ュ
ー
（CREATIVE OFFICE　

CUE

）な
ど
が
参
画
し
、食
・
映
像
・
観
光
・
文

化
が
相
互
に
刺
激
し
合
う
都
市
モ
デ
ル
の
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

　
「
美
食
の
ま
ち
」は
単
に
観
光
の
延
長
線
で
は

な
く
、産
業
振
興
の
一
環
と
し
て
位
置
づ
け
て

い
ま
す
。食
を
通
じ
た
起
業
や
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

第2次産業振興ビジョン
施策展開の方向性

リーディングプロジェクト

重点分野

健康福祉
・医療

クリエイ
ティブ

IT食観光

横断的戦略

■中小・小規模企業への支援
■新たな企業や価値の創出
■人材への支援
■持続可能な札幌経済の構築

プロジェクト3
スタートアップとコラボするまち

SAPPORO

プロジェクト1
スノーリゾートシティ

SAPPORO

プロジェクト2
美食のまち・
さっぽろ

交流人口の増加

イノベーション

持
続
可
能
な
経
済
成
長
を
実
現

プロジェクト3の概要

IT、ゲーム、バイオを中心とした札幌市が強みを持つ産業と、農業、漁業、宇宙産業など北海道が強みを持つ産業がコラ
ボレーションする北海道・札幌オリジナルのイノベーション・エコシステムを構築し、新たなビジネスやサービスを展開す
るスタートアップの成長を加速させます。

■  リーディングプロジェクトと施策展開の方向性の相関図 「第2次産札幌市業振興ビジョン」より抜粋し本誌が再編集

「北海道フービーフェスティバル」のポスターと、そのメイン会場となった「北海道庁旧本庁舎」

（赤れんが庁舎）
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ブ
分
野
の
新
し
い
雇
用
創
出
な
ど
、ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
施
策
と
の
親
和
性
も
高
い
。食
産
業
の

背
景
に
は
農
業
、漁
業
、加
工
、物
流
、観
光
な
ど

幅
広
い
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
存
在
し
、そ
こ
に
新
し

い
技
術
や
サ
ー
ビ
ス
が
加
わ
る
こ
と
で
経
済
の

広
が
り
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
期
待
で
き
ま
す
。

ま
た
、海
外
の
成
功
モ
デ
ル
を
単
に
模
倣
す
る

の
で
は
な
く
、雪
と
自
然
、都
市
の
機
能
が
共
存

す
る
札
幌
だ
か
ら
こ
そ
実
現
で
き
る
形
を
模
索

し
、観
光
・
文
化
・
経
済
を
有
機
的
に
結
び
つ

け
な
が
ら
、札
幌
ら
し
い
美
食
ブ
ラ
ン
ド
を
確

立
す
る
。そ
の
挑
戦
こ
そ
が
、ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

を
育
む
土
壌
に
も
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

実
証
か
ら
実
装
、そ
し
て
ス
ケ
ー
ル
へ

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
の
環
境
整
う

―
―
北
大
の
小
野
先
生（
p
・ 

12
参
照
）か
ら
も
伺

い
ま
し
た
が
、大
学
と
行
政
が
密
接
に
連
携
し
、情

報
共
有
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
い
て
い
る
そ
う
で

す
ね
。ど
の
よ
う
な
内
容
を
議
論
さ
れ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。

坂
井　

具
体
的
に
は
、ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
・
エ

コ
シ
ス
テ
ム
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
大
学
発
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
支
援
や
研
究
成
果
の
社
会

実
装
、資
金
調
達
な
ど
、多
岐
に
わ
た
る
テ
ー
マ

を
共
有
し
て
い
ま
す
。研
究
者
が
起
業
す
る
際

に
直
面
す
る
課
題
は
、資
金
調
達
と
経
営
ノ
ウ

ハ
ウ
の
不
足
で
す
。そ
こ
で
、札
幌
市
と
北
海

道
、北
海
道
経
済
産
業
局
、大
学
が
連
携
し
、成

長
フ
ェ
ー
ズ
に
対
応
し
た
フ
ァ
ン
ド
形
成
や
伴

走
支
援
が
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
を
継
続
的
に
支
え
る
に
は
、補

助
金
や
フ
ァ
ン
ド
を
提
供
す
る
だ
け
で
な
く
、

投
資
家
や
Ｖ
Ｃ（
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
）、

専
門
家
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
が
欠
か
せ

ま
せ
ん
。

　

こ
の
枠
組
み
を
推
進
す
る
中
核
が
、

「STARTU
P H

O
K

K
AID

O

実
行
委
員
会
」

で
す
。札
幌
市
、北
海
道
、経
済
産
業
省
北
海
道

経
済
産
業
局
な
ど
が
参
画
し
、産
学
官
金
が
一

体
と
な
っ
て
地
域
全
体
の
エ
コ
シ
ス
テ
ム
を
強

化
し
て
い
ま
す
。北
海
道
大
学
の
寳ほ
う
き
ん金

総
長
は

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
に
非
常
に
理
解
が
深
く
、

創
薬
・
医
療
・
ア
グ
リ
に
加
え
、近
年
は
半
導

体
や
Ａ
Ｉ
な
ど
の
先
端
分
野
に
も
注
力
さ
れ
て

い
ま
す
。北
大
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
創
出
本
部

が
そ
の
中
心
的
な
役
割
を
担
い
、小
野
本
部
長

の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
で
道
内
各
大
学
や

企
業
と
の
連
携
が
オ
ー
ル
北
海
道
で
進
ん
で
い

ま
す
。

　

ま
た
、北
海
道
は
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
比
較
的
少

な
い
分
、関
係
者
同
士
の
距
離
感
が
近
く
、情
報

共
有
の
ス
ピ
ー
ド
が
速
い
と
い
う
強
み
が
あ
り

ま
す
。銀
行
の
頭
取
ク
ラ
ス
や
経
済
界
の
ト
ッ

プ
と
も
顔
の
見
え
る
関
係
に
あ
り
、信
頼
関
係

を
基
盤
と
し
た
意
思
決
定
が
で
き
る
環
境
で
す
。

東
京
の
よ
う
に
層
が
厚
い
分
、競
合
の
多
い
環

境
と
は
異
な
り
、共
通
の
課
題
意
識
を
持
ち
や

す
い
の
が
北
海
道
の
特
長
で
す
。

　

産
学
官
金
が
互
い
の
立
場
を
超
え
て
協
働
で

き
る
風
土
は
、ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
に
と
っ
て
理
想

的
な
環
境
で
す
。研
究
成
果
を
ビ
ジ
ネ
ス
へ
と

転
換
し
、実
証
か
ら
実
装
、そ
し
て
ス
ケ
ー
ル
へ

と
つ
な
げ
て
い
く
。今
、こ
の
一
連
の
流
れ
を
支

え
る
仕
組
み
が
札
幌
に
整
い
つ
つ
あ
る
の
で
す
。

札
幌
が
、大
き
く
、新
し
く
、変
わ
る
。

「
大
札
新
」が
動
か
す
未
来
の
札
幌

―
―
札
幌
市
で
は
、駅
前
や
大
通
を
中
心
に
再
開
発

が
進
み
、ま
ち
を
歩
い
て
い
る
と
新
し
い
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
拠
点
と
な
る
高
層
ビ
ル
が
建
ち
並
び
始
め

て
い
ま
す
ね
。

坂
井　

は
い
。札
幌
中
心
部
で
は
50
年
に
一
度

の
再
開
発
が
進
行
中
で
、ま
さ
に
都
市
が
生

ま
れ
変
わ
る
時
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。こ
れ
を

チ
ャ
ン
ス
と
し
て
企
業
誘
致
を
さ
ら
に
進
め
る

た
め
、「
札
幌
が
、大
き
く
、新
し
く
、変
わ
る
。」

と
い
う
意
味
を
込
め
た「
大
札
新（
ダ
イ
サ
ッ
シ

ン
）」と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
、官
民
一
体

と
な
っ
て
誘
致
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

大
札
新
は
、外
か
ら
の
企
業
や
人
材
を
呼
び
込

む〝
外
的
誘
引
〟と
し
て
、ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
は

内
側
か
ら
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
出
す〝
内

的
誘
引
〟と
し
て
の
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。外
的

な
ハ
ー
ド
整
備
と
内
的
な
挑
戦
の
両
輪
が
噛
み

合
う
こ
と
で
、札
幌
経
済
は
新
し
い
成
長
軌
道

に
乗
る
と
い
う
構
図
を
私
た
ち
は
意
識
し
て
い

ま
す
。

　

２
０
２
６
年
夏
開
業
予
定
の「
ア
ー
バ
ン
ネ
ッ

ト
札
幌
リ
ン
ク
タ
ワ
ー
」（
p

・ 

28
参
照
）は
そ

の
象
徴
で
、低
層
の
南
棟
に
は
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
支
援
拠
点「
Ｈoo
Ｋ
」（
フ
ッ
ク
）が
入
り
、高

層
の
北
棟
に
は
大
企
業
の
オ
フ
ィ
ス
が
入
る
予

定
で
す
。ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
と
大
企
業
が
物
理

的
に
隣
り
合
う
こ
と
で
、技
術
・
資
本
・
人
材

が
つ
な
が
り
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
る
。

ま
さ
に〝
共
創
の
き
っ
か
け
〟の
場
と
し
て
の
役

割
を
担
っ
て
く
れ
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

実
証
だ
け
で
終
わ
ら
せ
ず
、実
装
へ
と
つ
な

げ
る
に
は
、ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
単
独
で
は
難
し

い
。資
金
・
販
売
網
・
信
頼
を
持
つ
大
企
業
と

組
む
こ
と
で
社
会
実
装
の
可
能
性
が
一
段
と
高

ま
り
ま
す
。そ
の
意
味
で「
Ｈoo
Ｋ
」の
よ
う
な

施
設
は
、札
幌
の
新
し
い
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
・
エ

コ
シ
ス
テ
ム
の
ハ
ブ
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。そ
れ
ら
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
が
札
幌

に
拠
点
を
置
く
こ
と
を
前
提
に
し
て
地
元
企
業

や
大
学
と
も
連
携
し
、地
域
全
体
で
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
を
支
え
る
環
境
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
す
。

―
―
札
幌
の
ま
ち
を
歩
い
て
き
ま
し
た
が
、本
当

に
ま
ち
が
変
わ
っ
て
い
る
と
肌
で
感
じ
ま
し
た
。

「
Ｈ
o
o
Ｋ
」以
外
の
動
き
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

坂
井　

２
０
２
６
年
に
は
赤
れ
ん
が
テ
ラ
ス

の
東
に
オ
ー
プ
ン
す
る「THE VILLAGE 

SAPPORO

」に
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
系
の「W

eW
ork

」

が
北
海
道
初
進
出
し
ま
す
し
、２
０
２
８
年
以
降

に
は「
北
４
西
３
地
区
」「
大
通
西
４
南
地
区
」な

ど
複
数
の
大
型
再
開
発
ビ
ル
が
完
成
予
定
で
す

（
p

・ 

2—

3
参
照
）。オ
フ
ィ
ス
や
商
業
空
間
が

増
え
る
こ
と
で
、ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
拠
点
が
面

的
に
広
が
っ
て
い
く
。大
事
な
の
は
、こ
れ
ら
の

施
設
が
誘
致
企
業
を〝
取
り
合
い
〟す
る
の
で
は

な
く
、互
い
に〝
つ
な
が
り
合
う
〟こ
と
で
す
。都

市
全
体
を
ひ
と
つ
の
エ
コ
シ
ス
テ
ム
と
し
て
動

か
し
て
い
く
発
想
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
再
開
発
の
機
運
を
生
か
す
に
は
、

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
だ
け
で
な
く
、Ｖ
Ｃ
や
金
融

機
関
の
存
在
が
不
可
欠
で
す
。札
幌
に
は
ま
だ

常
駐
す
る
Ｖ
Ｃ
が
少
な
い
た
め
、投
資
機
会
の

発
見
や
マ
ッ
チ
ン
グ
が
課
題
で
し
た
。拠
点
が

増
え
、企
業
活
動
が
見
え
る
化
さ
れ
る
こ
と
で
、

投
資
家
の
目
が
札
幌
に
向
く
。卵
と
鶏
の
関
係

で
す
が
、ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
が
増
え
れ
ば

Ｖ
Ｃ
が
来
て
、Ｖ
Ｃ
が
来
れ
ば
有
望
な
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
が
生
ま
れ
る
。そ
ん
な
好
循
環
を
つ

く
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
と
大
企
業
、地
元
企
業
、大
学
、投
資
家
、そ
し

て
行
政
が
札
幌
の
ま
ち
の
中
で
有
機
的
に
つ

な
が
っ
て
い
く
。こ
れ
こ
そ
が
、都
市
再
開
発
が

も
た
ら
す
最
大
の
意
義
で
あ
り
、「
大
札
新
」と

「
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
」の
両
翼
で
羽
ば
た
く
札
幌

の
未
来
像
で
す
。

北海道新幹線が
札幌まで延伸予定

北海道大学

JR 札幌駅

大通公園

すすきの

狸小路狸小路

市電

さっぽろ
テレビ塔

札幌市時計台

北海道庁旧本庁舎

札
幌
駅
前
通

創
生
川

札 幌 が、大 きく、新 し く 変 わ る。

たくさんの人々が集い、イノベーションが生まれる新しい札幌に！

2020年から2030 年までに東京
ドーム６個分に当たる、約30万平
米のオフィスが供給予定

札幌都心部に高機能ビル
が続々建設中。外資系ホテ
ルやエンタメ施設も。

上は「大札新」のポスター。札幌観光大使でもある『雪ミク』がPRアンバサダーを務めている。下は大札新Webサイトから抜粋。
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多
様
な
フ
ァ
ン
ド
を
つ
く
り
提
供
し

再
挑
戦
ま
で
も
支
え
る
仕
組
み
を
築
く

―
―
札
幌
市
と
し
て
、ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
挑
戦
や

成
長
を
ど
う
支
え
て
い
ま
す
か
。

坂
井　

ま
ず
重
要
な
の
は
、挑
戦
を
一
度
き
り

に
し
な
い
こ
と
で
す
。北
海
道
は
大
企
業
が
少

な
く
、若
者
の
多
く
が
道
外
へ
流
出
し
て
い
ま

す
。だ
か
ら
こ
そ
、起
業
や
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
を

新
た
な
選
択
肢
と
し
て
広
げ
た
い
。失
敗
を
恐

れ
ず
に
挑
戦
し
、必
要
で
あ
れ
ば
再
チ
ャ
レ
ン

ジ
で
き
る
環
境
を
つ
く
る
こ
と
が
、私
た
ち
行

政
の
役
割
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、ブ
レ
ー
キ
の
踏
み
時
も
大

切
で
す
。た
と
え
ば
Ｉ
Ｐ
Ｏ（
新
規
上
場
株
式
）

だ
け
を
ゴ
ー
ル
と
せ
ず
、Ｍ
＆
Ａ
と
い
う
選
択

肢
も
柔
軟
に
考
え
る
。事
業
が
順
調
な
う
ち
に

次
の
成
長
へ
と
つ
な
げ
る
手
段
と
し
て
Ｍ
＆
Ａ

を
活
用
す
る
の
は
悪
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

売
却
に
よ
っ
て
得
た
資
金
を
も
と
に
、次
の
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
を
立
ち
上
げ
る
ケ
ー
ス
も
出
て

き
て
い
ま
す
。Ｉ
Ｐ
Ｏ
か
Ｍ
＆
Ａ
か
、自
社
成
長

か
、そ
れ
ぞ
れ
の
選
択
肢
を
正
し
く
理
解
し
、判

断
で
き
る
支
援
体
制
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。ま
た
、資
金
面
の
サ
ポ
ー
ト
と
し
て
金
融
リ

タ
ー
ン
だ
け
を
目
的
と
し
な
い
地
域
創
生
フ
ァ

ン
ド
の「
札
幌
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
フ
ァ
ン
ド
」を

設
立
し
ま
し
た
。民
間
フ
ァ
ン
ド
だ
け
で
は
拾

い
き
れ
な
い
芽
を
育
み
、地
元
企
業
や
研
究
者

が
安
心
し
て
挑
戦
で
き
る
よ
う
に
フ
ァ
ン
ド

を
多
様
化
し
、選
択
肢
が
増
え
れ
ば
、ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
も
自
ら
に
合
っ
た
成
長
戦
略
を
描
き
や

す
く
な
る
は
ず
で
す
。

　

さ
ら
に
大
切
な
の
は
、〝
挑
戦
を
評
価
す
る
文

化
〟を
根
づ
か
せ
る
こ
と
で
す
。ア
メ
リ
カ
で
は

〝
起
業
し
て
失
敗
し
た
〟経
験
が
プ
ラ
ス
に
評
価

さ
れ
ま
す
が
、日
本
で
は
ま
だ〝
リ
ス
ク
＝
マ
イ

ナ
ス
〟の
意
識
が
根
強
い
で
す
か
ら
ね
。札
幌
で

は
、挑
戦
し
た
こ
と
自
体
を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
捉

え
る
価
値
観
を
広
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

札
幌
は
明
治
時
代
に
で
き
た
ま
ち
で
、ま
っ

た
く
何
も
な
い
と
こ
ろ
か
ら
１
９
７
万
都
市
と

な
り
ま
し
た
。フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
ス
ピ
リ
ッ
ト
を

受
け
継
ぐ
ま
ち
と
し
て
、失
敗
を
糧
に
再
び
立

ち
上
が
る
人
を
支
え
る
文
化
を
育
て
具
体
的
な

支
援
も
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

―
―
そ
う
し
た
土
壌
が
整
え
ば
、学
生
や
若
手
人

材
も
自
然
と
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
に
関
心
を
持
つ
よ

う
に
な
り
、学
生
起
業
の
動
き
も
増
え
、ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
に
就
職
す
る
と
い
う
道
を
選
ぶ
人
も
出
て

来
そ
う
で
す
ね
。挑
戦
を
応
援
し
、挑
戦
を
評
価
す

る
。そ
の
循
環
が
札
幌
の
未
来
を
形
づ
く
る
の
で

し
ょ
う
ね
。

課
題
先
進
地
を
実
装
先
進
地
へ

札
幌
の
雪
と
大
地
が
実
験
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

―
―
北
海
道
は
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
が
進
ん

で
い
ま
す
が
、そ
う
し
た
社
会
課
題
に
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
は
ど
う
関
わ
っ
て
い
く
と
お
考
え
で
す
か
。

坂
井　

ま
さ
に
北
海
道
は「
社
会
課
題
先
進
地
」

で
あ
り
、そ
れ
こ
そ
が〝
実
装
の
先
進
地
〟と
な

る
可
能
性
を
秘
め
て
い
ま
す
。人
手
不
足
、物
流

の
逼
迫
、一
次
産
業
の
後
継
者
不
足
な
ど
課
題

は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
が
、だ
か
ら
こ
そ
解
決

策
と
し
て
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
が
求
め
ら
れ
ま

す
。新
し
い
技
術
や
発
想
を
社
会
に
実
装
す
る

こ
と
で
、課
題
解
決
と
産
業
創
出
を
同
時
に
進

め
て
い
け
る
の
で
す
。

　

た
と
え
ば
バ
ス
路
線
の
廃
止
や
病
院
の
撤
退

が
進
む
な
か
、Ａ
Ｉ
や
自
動
運
転
、ド
ロ
ー
ン
物

流
、遠
隔
治
療
な
ど
の
導
入
が
現
実
化
し
て
い

ま
す
。そ
の
実
証
・
実
装
の
場
と
し
て
、北
海
道

ほ
ど
適
し
た
地
域
は
あ
り
ま
せ
ん
。世
界
で
こ

れ
だ
け
の
豪
雪
地
に
１
９
７
万
も
の
人
が
住
む

都
市
は
ほ
か
に
あ
り
ま
せ
ん
。本
来
、人
が
定
住

し
に
く
い
環
境
に
こ
れ
ほ
ど
の
人
口
集
積
が
あ

る
こ
と
で
、都
市
型
の
実
証
も
で
き
る
し
、豪
雪

地
の
フ
ィ
ー
ル
ド
を
使
っ
た
実
証
も
可
能
で
す
。

こ
の
都
市
環
境
と
自
然
環
境
の
共
存
が
観
光

の
魅
力
で
あ
り
、同
時
に
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
に

と
っ
て
強
み
に
な
る
の
で
す
。

　

今
の
北
海
道
は
ま
さ
に
岐
路
に
あ
り
ま
す
。

人
口
減
少
を
止
め
る
こ
と
は
難
し
く
と
も
、ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
力
、Ｄ
Ｘ
や
Ａ
Ｉ
で
暮
ら
し
の

質
を
維
持
し
、地
域
を
持
続
可
能
に
す
る
こ
と

は
で
き
る
は
ず
で
す
。再
開
発
に
よ
っ
て
高
度

化
す
る
都
市
機
能
と
、Ｄ
Ｘ
や
Ａ
Ｉ
に
よ
っ
て

郊
外
や
農
村
地
帯
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
結
び
つ

く
こ
と
で
、初
め
て「
札
幌
モ
デ
ル
の
ま
ち
づ
く

り
」は
表
裏
一
体
の
か
た
ち
と
し
て
成
立
し
て

い
く
の
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

北
海
道
経
済
の
基
盤
と
な
る
一
次
産
業
も

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
が
宇
宙
か
ら
支
え
る

―
―
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
力
を
既
存
の
地
域
産
業

に
活
か
し
て
い
く
こ
と
も
重
要
で
す
ね
。

坂
井　

は
い
。特
に
北
海
道
で
は
、農
業
・
酪
農
・

水
産
と
い
っ
た
一
次
産
業
が
経
済
の
基
盤
を
支

え
て
い
ま
す
。こ
こ
に
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
掛
け

合
わ
せ
る
こ
と
で
、新
し
い
産
業
モ
デ
ル
が
生

ま
れ
て
い
ま
す
。た
と
え
ば
Ａ
Ｉ
を
使
っ
た
農

業
の
自
動
化
や
デ
ー
タ
分
析
に
よ
る
生
産
管
理

の
最
適
化
な
ど
、す
で
に
実
証
段
階
に
入
っ
て

い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
あ
り
ま
す
。

　

た
と
え
ば
酪
農
で
は
24
時
間
3
6
5
日
の
管

理
が
必
要
で
、人
手
不
足
が
深
刻
で
す
。自
動
搾

乳
ロ
ボ
ッ
ト
や
自
動
走
行
ト
ラ
ク
タ
ー
の
導

入
は
進
ん
で
い
ま
す
が
、単
独
の
農
家
が
高
額

な
機
材
を
導
入
す
る
の
は
難
し
い
。そ
こ
で
、複

数
の
農
家
が
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
組
み
、Ａ
Ｉ

制
御
の
ト
ラ
ク
タ
ー
を
共
同
で
所
有
し
ま
す
。

Ａ
Ｉ
で
す
か
ら
夜
間
で
も
作
業
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
こ
と
な
ど
で
、協
働
に
よ
る
効
率
化
が

進
み
ま
す
。こ
う
し
た
仕
組
み
を
支
え
る
の
が
、

札 幌 の 都 市 環 境 と 自 然 環 境 の 共 存 が

　 観 光 の 魅 力 で あ り 、同 時 に

スタートアップ に とって 強 み になるの で す 。

Ａ
Ｉ
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
、バ
イ
オ
、さ
ら
に
は
宇
宙
か
ら

の
衛
星
デ
ー
タ
を
扱
う
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業

に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、気
候
変
動
に
よ
っ
て
農
産
物
の
構
成

も
変
化
し
て
い
ま
す
。こ
れ
ま
で
主
力
だ
っ
た

ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
北
上
に
加
え
、今
で
は
サ
ツ
マ

イ
モ
の
栽
培
も
盛
ん
に
な
り
、ワ
イ
ン
用
の
ブ

ド
ウ
も
品
質
が
向
上
し
て
い
ま
す
。10
年
前

に
10
カ
所
程
度
し
か
な
か
っ
た
ワ
イ
ナ
リ
ー

は
、今
や
70
カ
所
以
上
に
増
え
、い
く
つ
も
世

界
的
な
賞
を
獲
る
ほ
ど
で
す
。農
業
技
術
や
物

流
、ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
を
支
え
る
の
も
、ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
の
役
割
で
す
。農
業
以
外
で
も
、Ａ
Ｉ

に
よ
る
品
質
管
理
や
輸
送
ル
ー
ト
最
適
化
、観

光
の
デ
ジ
タ
ル
化
な
ど
、地
域
の
あ
ら
ゆ
る
領

域
で
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
が
実
装
を
担
う
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

我
が
ま
ち
を
客
観
的
に
見
る
目
を
養
い

成
功
例
の
模
倣
で
な
く
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
す
る

―
―
最
後
に
全
国
の「
ま
ち
織
人
」に
向
け
て
、メ
ッ

セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

坂
井　

ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
上
で
大
切
な
の

は
、「
自
分
の
ま
ち
を
外
か
ら
見
つ
め
直
す
こ

と
」だ
と
思
い
ま
す
。私
は
一
時
期
、東
京
事
務

所
で
働
き
ま
し
た
が
、離
れ
て
初
め
て
札
幌
の

魅
力
や
足
り
な
い
部
分
が
よ
く
見
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。外
に
出
る
こ
と
で
、自
分
た
ち
の

ま
ち
の
良
さ
や
課
題
を
客
観
的
に
理
解
で
き
る
。

こ
れ
は
ど
ん
な
地
域
で
も
同
じ
だ
と
思
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
、さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
人
の
意

見
を
聞
く
こ
と
で
す
。行
政
、企
業
、金
融
機
関
、

大
学
、そ
し
て
市
民
に
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か

ら
見
え
る
課
題
や
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。他
都

市
や
海
外
の
成
功
例
を
そ
の
ま
ま
模
倣
す
る

の
で
は
な
く
、自
分
た
ち
の
地
域
に
合
う
形
に

〝
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
〟し
て
い
く
。そ
の
創
意
工
夫

こ
そ
が
、本
当
の
ま
ち
づ
く
り
だ
と
思
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、市
民
一
人
ひ
と
り
が
地
域
を
誇
り

に
思
い
、発
信
し
て
い
く
姿
勢
も
大
切
で
す
。北

海
道
民
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
控
え
め
で
、自

分
た
ち
の
ま
ち
の
魅
力
を
あ
ま
り
口
に
し
ま
せ

ん
。で
も
、観
光
客
や
他
地
域
の
人
々
に「
北
海

道
っ
て
い
い
ね
」と
言
わ
れ
た
と
き
、た
だ「
い

や
、雪
が
大
変
で
」と
返
す
の
で
は
な
く
、「
雪

が
あ
る
か
ら
こ
そ
、こ
の
文
化
が
あ
る
」と
前
向

き
に
と
ら
え
雪
を
誇
り
に
変
え
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

そ
れ
が
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
ま
ち
の
力
に
な
る
と
思
い

ま
す
。

　

ま
ち
を
つ
く
る
の
は
行
政
だ
け
で
は
な
く
、

市
民
一
人
ひ
と
り
の
想
い
と
行
動
で
す
。地
域

を
愛
し
、外
に
開
き
、誇
り
を
も
っ
て
発
信
す
る

人
で
す
。そ
う
し
た
力
を
結
集
し
行
動
す
る「
ま

ち
織
人
」の
方
々
が
、未
来
の〝
我
が
ま
ち
〟を
形

づ
く
っ
て
い
く
の
だ
と
思
い
ま
す
。

左からロータリー型搾乳ロボット、札幌市内にある「八剣山ワイナリー」、ドローンの稲作利用シーン
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挑
戦
す
る
人
を
支
え
る
こ
と
を
胸
に

Ｉ
Ｔ
ビ
ジ
ネ
ス
か
ら
大
学
教
育
の
世
界
へ

―
―
小
野
先
生
は
、（
株
）リ
ク
ル
ー
ト
に
い
ら
っ

し
ゃ
っ
た
と
お
伺
い
し
て
い
ま
す
。そ
の
あ
た
り
か

ら
、北
海
道
大
学
に
戻
ら
れ
て
、ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

創
出
に
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
経
緯
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

小
野　

１
９
９
０
年
、北
大
の
工
学
研
究
科
を

修
了
後
す
ぐ
に
入
社
し
、新
規
事
業
や
人
材
育

成
の
現
場
に
携
わ
り
ま
し
た
。そ
の
後
、（
株
）

サ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
な
ど
で
は
、国
内
外
の
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
や
起
業
家
と
も
関
わ
り
、事
業
の
立

ち
上
げ
に
数
多
く
立
ち
合
い
ま
し
た
。サ
ン
ブ

リ
ッ
ジ
の
会
長
職
に
就
い
た
矢
先
の
２
０
２
０

年
ご
ろ
、北
大
か
ら
取
材
依
頼
を
受
け
、新
入
生

向
け
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ
る
機
会
を
得
た
ん

で
す
。「
北
大
人
群
像
」と
い
う
企
画
で
工
学
部

代
表
と
し
て
紹
介
し
て
い
た
だ
き
、図
ら
ず
も

北
大
の
中
で
知
ら
れ
る
存
在
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
ご
縁
か
ら
、ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
創
出
本
部

設
立
の
際
に
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
、２
０
２
３

年
６
月
に
北
大
に
戻
る
こ
と
に
な
っ
た
ん
で
す
。

少
し
時
間
は
前
後
し
ま
す
が
、北
大
に
戻
る
少

し
前
に
は
Ｉ
Ｔ
以
外
の
会
社
の
こ
と
も
詳
し
く

知
ろ
う
と
、エ※

※

ン
ジ
ェ
ル
投
資
家
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
運
営
に
も
携
わ
り
ま
し
た
。

―
―
生
き
馬
の
目
を
抜
く
よ
う
な
Ｉ
Ｔ
業
界
の〝
挑

戦
の
現
場
〟に
長
年
身
を
置
い
て
こ
ら
れ
た
。ま
さ

に
、ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
は
天
職
の
よ
う
だ
っ
た

の
で
す
ね
。

小
野　

そ
う
な
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。と
も

あ
れ
、私
が
ビ
ジ
ネ
ス
の
世
界
で
実
感
し
た
の

は
、優
れ
た
技
術
が
あ
っ
て
も
、そ
れ
を
社
会
に

届
け
る
た
め
の〝
仕
組
み
〟が
不
足
し
て
い
る
と

い
う
現
実
で
し
た
。資
金
だ
け
で
は
な
く
、人
材
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、場
づ
く
り
な
ど
、そ
の
す
べ
て

が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。そ
し
て
、今
回
の

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
創
出
に
も
つ
な
が
る〝
挑
戦

す
る
人
を
支
え
る
仕
組
み
づ
く
り
〟に
強
い
関

心
を
持
つ
よ
う
に
も
な
っ
た
ん
で
す
ね
。

―
―
そ
こ
に
、大
学
と
い
う
フ
ィ
ー
ル
ド
が
重
な
っ

て
き
た
わ
け
で
す
ね
。

小
野　

実
は
お
話
を
い
た
だ
い
た
の
は
本
部
設

立
の
前
年
で
し
た
。当
初
は
、大
学
の
外
か
ら
業

務
委
託
や
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
と
い
う
形
で
関

わ
る
つ
も
り
だ
っ
た
ん
で
す
。し
か
し
、準
備
を

進
め
る
う
ち
に「
大
学
と
い
う
組
織
は
、外
か
ら

見
て
い
る
だ
け
で
は
本
質
が
見
え
な
い
」と
痛

感
し
ま
し
た
。大
学
で
は
、先
生
方
と
の
信
頼
関

係
や
日
常
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
何
よ

り
も
重
要
で
、外
部
の
立
場
で
は
、そ
の
リ
ア
ル

な
課
題
は
見
え
ず
文
化
の
壁
を
越
え
る
こ
と
が

で
き
そ
う
に
な
い
。だ
か
ら
、ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

創
出
を
本
気
で
推
進
す
る
に
は
、外
か
ら
支
援

す
る
よ
り
も
、内
側
に
入
っ
て
現
場
で
動
く
こ

北
の
知
が
課
題
先
進
地
を
、実
装
先
進
地
に
変
え
る

小野裕之 氏
北海道大学 スタートアップ創出本部 本部長　
HSFCプログラム代表

北海道出身、札幌北高卒、北海道大学大学院工学研究科修士課
程修了。1990年、株式会社リクルート入社。人事・営業を経て
新規事業開発担当にとしてインターネットを活用したサービ
スの事業化に着手、3年で黒字化達成。IT企業を中心に多く
の新規事業開発に携わる。その後サンブリッジ（株）でのセール
スフォース事業を立上げたほか、経営者としていくつもの企
業運営を行う。2023年6月に北海道大学に帰還。北大の研究
成果を活用したスタートアップ企業の創出を推進。2024年4
月よりHSFCプログラム代表に就任。

# 知の実装
# スタートアップ伴走

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
は
特
別
な
存
在
で
は
な
く
、

人
生
の
選
択
肢
の
一
つ
。

挑
戦
の
芽
を
育
み
、
社
会
に
新
し
い
風
を

吹
き
込
む
。

そ
の
流
れ
が
今
、
着
実
に
北
大
か
ら

2023 年 4 月より北海道大学 産学・地域協働推進機構にスタート
アップ創出本部を設立し、人員の増強／体制強化を実施。
本部内に「アントレプレナー教育部門」「スタートアップ支援部門」
を設置し、2024 年 7 月に「戦略企画部門」を新設して３部門制
に移行。2025 年 8 月現在、20 名にて活動しています。

北海道大学産学・地域協働推進機構は、北大が産業界や地域と連携し、研究開発
や人材育成を進めるための組織です。企業と大学が協力して技術を活用し、新商品
開発や事業創出を促す産学連携を推進し、地域経済の活性化をめざしています。

スタートアップ創出本部、産学連携推進本部
がある「北キャンパス総合研究棟 3号館」

社会・地域創発本部がある「FMI 国際拠点棟」

産学・地域協働推進機構

スタートアップ創出本部概要

産学協働サテライト室

総長

機構長

産学連携
推進本部

▪研究シーズ発掘
▪GAPファンド支援
▪支援者人材育成
▪起業後のスタートアップ
▪起業支援

スタートアップ・
エコシステム形成支援

プラットフォーム
（HSFC) による
相互連携運営

▪アントレプレナー
　シップ教育
▪人材育成・裾野拡大

本部長

副本部長

スタートアップ
支援部門

アントレプレナー
教育部門

戦略企画部門

スタートアップ
創出本部

社会・地域
創発本部 

運営協議会

運営委員会

執行会議

産学連携グローバル推進室

戰
略
デ
ザ
イ
ン
部
門

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
部
門

戰
略
企
画
部
門

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

創
造
・
導
出
Ｓ
Ｔ
部
門

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

創
造
・
導
出
L
S
部
門

戰
略
企
画
部
門

ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
教
育
部
門

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
部
門

■  北海道大学 産学・地域協働推進機構の組織体制とスタートアップ創出本部概要 北海道大学のWeb情報を基に本誌が再編集

北大発スタートアップ支援の中心拠点であるHX<エイチクロス>が
ある「フード＆メディカルイノベーション国際拠点」の前にて。



産学・地域協 働推進機構

北海道産学官協働センター（コラボほっかいどう）北キャンパス総合研究棟3号館

北大ビジネス・スプリング

●HSFC（エイチフォース）

●HX（エイチクロス）

●スタートアップ創出本部

●産学連携推進本部
●社会・地域創発本部

北大 北キャンパスからスタートアップ

「スタートアップ創出本部」は、研究者・企業・自治体が往来
し知と技術が交わる北キャンパス内「北大リサーチ＆ビジネス
パーク」の一角に拠点を構える。産学・地域協働推進機構の中
核の一つとして、研究成果の社会実装を加速し、北海道発スタ
ートアップの創出を力強く牽引している。

FMI国際拠点棟

●フード＆メディカルイノベーション国際拠点
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と
が
必
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。大
学
の
中
に
身

を
置
き
、現
場
の
課
題
や
先
生
方
の
想
い
を
直

接
肌
で
感
じ
な
が
ら
一
緒
に
変
え
て
い
く
方
が

良
い
。そ
ん
な
気
持
ち
が
あ
り
、思
い
切
っ
て
大

学
に
戻
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
創
出
本
部
の
設
立
の
背
景

設
立
初
年
度
か
ら
推
進
力
を
発
揮
す
る

―
―
さ
て
、着
任
さ
れ
た「
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
創
出

本
部
」は
、ど
の
よ
う
な
組
織
な
の
で
し
ょ
う
か
。

小
野　

ま
ず
、「
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
創
出
本
部
」

（
Ｓ
Ｕ
創
出
本
部
）が
所
属
す
る「
産
学
・
地
域
協

働
推
進
機
構
」は
、本
部
直
轄
の
戦
略
チ
ー
ム
と

し
て
、大
学
の
知
や
技
術
を
社
会
に
還
元
す
る

司
令
塔
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。い
わ
ば〝
大

学
の
営
業
部
〟の
よ
う
な
存
在
で
、知
財
や
研
究

成
果
、先
生
方
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
社
会
に
提
供
し
、

産
業
界
や
自
治
体
と
の
連
携
を
推
進
し
ま
す

（
前
頁
下
段
参
照
）。３
つ
の
本
部
が
あ
り
、「
産

学
連
携
推
進
本
部
」が
産
学
・
地
域
協
働
を
担

う
人
材
育
成
お
よ
び
本
学
の
知
的
財
産
等
の
活

用
推
進
。「
社
会
・
地
域
創
発
本
部
」が
地
域
協

働
の
推
進
お
よ
び
地
域
協
働
を
担
う
人
材
育
成

を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
Ｓ
Ｕ
創
出
本
部
は
、私
が
着
任
す
る

２
カ
月
前
の
２
０
２
３
年
４
月
に
設
立
さ
れ
ま

し
た
。ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
教
育
及
び

本
学
の
知
的
財
産
等
を
活
用
し
て
設
立
し
た
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
等
へ
の
支
援
や
、こ
れ
ら

を
担
う
人
材
の
育
成
を
行
い
ま
す
。よ
う
や
く

と
い
う
感
じ
で
、先
行
す
る
他
大
学
と
比
べ
て

も
周
回
遅
れ
気
味
で
、フ
ァ
ン
ド
も
整
っ
て
い

な
い
と
こ
ろ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。

―
―
そ
の
辺
り
を
お
伺
い
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

し
た
。設
立
に
は
ど
の
よ
う
な
背
景
が
あ
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。

小
野　

そ
れ
は
、オ
ー
ル
北
海
道
の
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
支
援
の「
北
海
道
未
来
創
造
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
育
成
相
互
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

<
H
S
F
C>

」（
エ
イ
チ
フ
ォ
ー
ス
）と
い
う

組
織
と
合
わ
せ
て
説
明
し
た
方
が
良
い
と
思

い
ま
す
。こ
の
Ｈ
Ｓ
Ｆ
Ｃ
の
ビ
ジ
ョ
ン
は「
課
題

先
進
地
域
を
世
界
的
課
題
解
決
先
進
地
域
へ
」

と
い
う
も
の
で
す
が
、背
景
に
は
岸
田
内
閣
の

「
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
育
成
５
カ
年
計
画
」や
、文

科
省
・
Ｊ※

※

Ｓ
Ｔ
が
推
進
す
る「
大
学
発
新
産
業

創
出
基
金
事
業
」が
あ
り
ま
す
。国
が
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
を
大
学
と
産
業
界
の
連
携
で
育
成
す
る

流
れ
の
中
で
、北
海
道
も
過
疎
や
人
口
減
少
と

い
っ
た
課
題
に
対
し
新
産
業
創
出
で
解
決
す
る

方
向
に
舵
を
切
り
ま
し
た
。全
道
１
７
９
市
町
村

の
う
ち
半
数
が
５
千
人
未
満
と
い
う
現
実
の
中

で
、道
民
が
生
き
て
い
く
た
め
の
新
し
い
産
業

を
興
す
。そ
の
使
命
の
も
と
に
Ｈ
Ｓ
Ｆ
Ｃ
が
誕
生

し
、続
い
て
Ｓ
Ｕ
創
出
本
部
が
動
き
始
め
た
の

で
す
。

　

も
と
も
と
Ｓ
Ｕ
創
出
本
部
が
で
き
る
前
は
、

産
学
連
携
推
進
本
部
の
中
に
小
さ
な
部
門
と
し

て
数
人
で
活
動
し
て
い
ま
し
た
。Ｈ
Ｓ
Ｆ
Ｃ
の
動

き
は
２
０
２
２
年
に
始
ま
っ
て
い
た
も
の
の
、本

学
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
は
十
分
に
推
進
で

き
て
い
な
か
っ
た
。そ
こ
で
国
の
政
策
と
北
海

道
の
課
題
解
決
を
重
ね
合
わ
せ
、本
格
的
に
ド

ラ
イ
ブ
を
か
け
る
た
め
に
新
た
に
Ｓ
Ｕ
創
出
本

部
を
立
ち
上
げ
、人
員
も
外
部
か
ら
積
極
的
に

採
用
し
、数
人
の
体
制
か
ら
一
気
に
20
人
規
模

に
。そ
う
し
た
経
緯
で
私
も
一
員
と
な
り
、大
学

の
研
究
成
果
を
掘
り
起
こ
し
、ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
の
創
出
支
援
に
取
り
組
み
始
め
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、経
産
省
の
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー

実
態
調
査（
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
累
計
数
）で
は
、

設
立
当
初
の
２
０
２
２
年
度
は
16
位
63
社
だ
っ

た
の
が
、Ｓ
Ｕ
創
出
本
部
設
立
に
よ
り
新
規
数

を
飛
躍
的
に
伸
ば
し
て
順
位
を
上
げ
、２
０
２
３

年
度
14
位
１
０
３
社
、２
０
２
４
年
度
は
12
位

１
４
７
社
に
な
り
、組
織
と
し
て
の
推
進
力
を
示

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

入
口
戦
略
の「
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
教
育
」

出
口
戦
略
の「
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
」

―
―
実
際
の
Ｓ
Ｕ
創
出
本
部
の
活
動
内
容
に
つ
い

て
お
聞
き
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

小
野　

Ｓ
Ｕ
創
出
本
部
で
は
、ア
ン
ト
レ
プ
レ

ナ
ー
シ
ッ
プ
教
育
の
推
進
、本
学
発
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
へ
の
支
援
、そ
れ
ら
を
担
う
支
援
人
材

の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。ア
ン
ト
レ
プ

レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
教
育
で
は
、ま
ず
学
生
や
研
究

者
を
対
象
に
、起
業
家
マ
イ
ン
ド
の
醸
成
か
ら

始
め
ま
す
。次
に
海
外
研
修
な
ど
を
通
じ
て
実

践
的
な
コ※

※

ン
ピ
テ
ン
シ
ー
を
磨
き
、最
終
的
に

は
ア※

※

ク
セ
ラ
レ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
具
体

的
な
起
業
支
援
へ
と
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　

こ
う
し
た
プ
ロ
セ
ス
を
経
る
こ
と
で
、学
生

発
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
も
確
実
に
増
え
て
き
ま

し
た
。特
徴
的
な
の
は
、学
生
が
自
ら
の
研
究
分

野
や
指
導
教
員
の
技
術
を
活
用
し
て
起
業
す
る

ケ
ー
ス
が
増
え
た
こ
と
で
す
。研
究
室
単
位
で

の
起
業
が
生
ま
れ
、そ
こ
に
マ
ス
タ
ー
や
ド
ク

タ
ー
、場
合
に
よ
っ
て
は
学
部
生
も
加
わ
る
こ

と
で
、次
世
代
の
起
業
人
材
が
育
っ
て
い
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
教
育
は
す

べ
て
を
起
業
に
直
結
さ
せ
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。参
加
者
の
う
ち
実
際
に
起
業
に
至
る
の

は
全
体
の
１
％
ほ
ど
で
す
が
、そ
の
入
口
と
な

る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
年
間
延
べ
１
万
５
千

人
を
超
え
る
学
生
が
参
加
し
て
い
ま
す
。そ
の

中
か
ら
意
欲
あ
る
学
生
の
出
口
と
な
る
、Ｇ
Ａ
Ｐ

フ
ァ
ン
ド
な
ど
国
の
支
援
制
度
に
挑
戦
で
き
る

よ
う
に
支
援
し
、採
択
を
経
て
起
業
へ
と
進
ん

で
い
き
ま
す
。

―
―
１
万
５
千
人
の
参
加
者
は
す
ご
い
で
す
ね
。ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
ま
で
至
っ
た
例
は
、ど
の
よ
う
な
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
し
ょ
う
か
。

小
野　

今
年
立
ち
上
が
っ
た
中
か
ら
、印
象
的

な
２
社
を
紹
介
し
ま
す
。ひ
と
つ
は「
ミ
チ
タ

ル
」と
い
う
洋
酒
樽
メ
ー
カ
ー
で
、国
産
材
を
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使
っ
た
樽
づ
く
り
を
Ｄ※

※

Ｘ
で
実
現
し
た
、樽
製

造
会
社
と
し
て
は
日
本
で
２
社
目
の
企
業
で
す
。

林
業
の
再
生
を
め
ざ
す「
ま
ち
お
こ
し
隊
」の
メ

ン
バ
ー
と
、北
大
農
学
部
の
学
生
が
ペ
ア
で
起

業
し
ま
し
た
。ロ
ー
ス
ト
工
程
も
含
め
、す
べ
て

を
機
械
で
行
う
革
新
的
な
仕
組
み
が
評
価
さ
れ
、

各
種
ア
ワ
ー
ド
を
受
賞
し
ま
し
た
。Ｊ
Ａ
Ｌ
の

ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
で
優
勝
し
、今
後
は
ワ

イ
ン
や
ウ
イ
ス
キ
ー
業
界
へ
の
展
開
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

も
う
１
社
は
、大
学
院
生
が
立
ち
上
げ
た

「AQ
Sim

」（
ア
ク
シ
ム
）で
す
。養
殖
の
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
を
開
発
し
、新
規
参
入
企

業
へ
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
と
自
社
で
の
養
殖

事
業
を
両
立
し
て
い
ま
す
。現
在
は
完
全
養
殖

の
マ
ホ
ッ
ケ
や
高
級
魚
ホ
シ
ガ
レ
イ
の
養
殖
に

挑
戦
中
で
、生
食
可
能
な
安
全
な
魚
を
め
ざ
し

て
い
ま
す
。学
生
な
が
ら
経
営
者
と
し
て
奮
闘

す
る
姿
に
意
気
を
感
じ
、私
た
ち
も
伴
走
支
援

を
続
け
て
い
ま
す
。出
口
戦
略
ま
で
を
見
据
え

た
支
援
が
、大
学
の
役
割
で
も
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

大
学
と
金
融
が
一
体
で
挑
戦
を
支
え
る
体
制

身
近
に
起
業
し
た
人
が
い
る
環
境
へ

―
―
こ
の
数
年
で
学
内
の
起
業
意
識
や
エ
コ
シ
ス

テ
ム
の
醸
成
も
、大
き
く
変
わ
っ
た
ん
で
し
ょ
う
ね
。

小
野　

や
は
り
一
番
の
変
化
は
、身
近
に
起
業

し
た
人
が
い
る
環
境
に
な
っ
た
こ
と
で
す
。先

重
視
し
て
い
ま
す
。地
元
経
済
を
熟
知
し
た
地

銀
な
ど
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
、大
学
が
持
つ
技

術
や
研
究
力
を
掛
け
合
わ
せ
る
こ
と
で
、新
し

い
事
業
が
生
ま
れ
や
す
く
な
る
ん
で
す
。実
際
、

S
U
創
出
本
部
に
も
地
銀
か
ら
２
名
、メ
ガ
バ

ン
ク
か
ら
２
名
の
出
向
者
が
加
わ
り
、現
場
で

活
躍
し
て
い
ま
す
。大
学
と
金
融
機
関
が
一
体

で
挑
戦
を
支
え
る
体
制
が
よ
う
や
く
整
っ
て
き

ま
し
た
。

研
究
室
か
ら
ビ
ジ
ネ
ス
へ
と
橋
渡
す

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
立
上
げ
支
援
体
制
も
整
う

―
―
お
話
が
前
後
し
ま
す
が
、そ
う
し
た
整
っ
て
き

た
体
制
の
例
と
し
て
、改
め
て
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の

サ
ポ
ー
ト
内
容
を
お
聞
き
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

小
野　

ま
ず
第
一
段
階
と
し
て
、シ
ー
ズ
を
掘

り
起
こ
し
て
事
業
化
の
可
能
性
を
探
り
ま
す

（
左
頁
参
照
）。第
二
段
階
と
し
て
、研
究
者
と
事

業
化
を
め
ざ
す
企
業
や
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
結

び
つ
け
る
Ｃ※

※

Ｘ
Ｏ
探
索
に
な
り
ま
す
。そ
の
う

え
で
私
た
ち
は
頻
繁
に
イ
ベ
ン
ト
を
開
き
、互

い
の
理
解
を
深
め
る
機
会
を
つ
く
り
ま
す
。た

と
え
ば
研
究
者
10
人
に
対
し
て
、企
業
側
が
30

人
以
上
参
加
す
る
よ
う
な
形
で
、１
対
２
～
３
の

割
合
で
マ
ッ
チ
ン
グ
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、第
三
段
階
が「
Ｖ
Ｃ（
ベ
ン
チ
ャ
ー

キ
ャ
ピ
タ
ル
）接
続
」で
す
。こ
こ
で
初
め
て
資

金
が
動
き
ま
す
。文
科
省
の
採
択
に
は
Ｖ
Ｃ
と

の
ペ
ア
リ
ン
グ
が
必
須
な
の
で
、大
学
側
も
投

資
家
側
も
真
剣
勝
負
な
ん
で
す
。た
と
え
ば
、

２
０
２
４
年
度
の
能
村
貴
宏
教
授
の
超
高
密
度

蓄
熱
材
案
件
に
は
10
社
以
上
の
Ｖ
Ｃ
が
応
募
し

て
き
ま
し
た
。そ
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
Ｖ
Ｃ
だ

け
が
伴
走
で
き
る
仕
組
み
で
、つ
ま
り
Ｖ
Ｃ
同

士
も
競
争
な
ん
で
す
よ
。

―
―
Ｖ
Ｃ
側
も
力
量
を
問
わ
れ
る
ん
で
す
ね
。

小
野　

お
金
を
出
す
だ
け
で
は
通
用
し
ま
せ
ん
。

し
っ
か
り
と
し
た
支
援
体
制
や
知
見
が
な
い
と

置
い
て
い
か
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

―
―
そ
う
考
え
る
と
、北
大
が
地
域
全
体
を
束
ね
、

シ
ー
ズ
の
発
掘
か
ら
マ
ッ
チ
ン
グ
、資
金
調
達
ま
で

一
貫
し
て
仕
組
み
を
整
え
て
い
る
ん
で
す
ね
。

小
野　

ま
さ
に「
全
体
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

づ
く
り
」も
私
た
ち
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
な
ん
で
す
。

施
策
一
つ
ひ
と
つ
も
面
白
い
で
す
が
、そ
れ
を

点
で
終
わ
ら
せ
ず
線
で
つ
な
ぎ
、面
と
し
て
展

開
し
て
い
く
こ
と
を
重
視
し
て
い
ま
す
。北
海

道
の
よ
う
な
広
域
エ
リ
ア
で
こ
れ
を
や
る
の
は

簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、だ
か
ら
こ
そ
挑
戦

の
し
が
い
が
あ
り
ま
す
。

―
―
確
か
に
、地
理
的
な
広
さ
も
課
題
で
す
よ
ね
。

小
野　

た
だ
、コ
ロ
ナ
以
降
の
リ
モ
ー
ト
環
境

が
進
ん
だ
こ
と
で
、地
理
的
ハ
ン
デ
は
ず
い
ぶ

ん
減
り
ま
し
た
。今
で
は
東
京
の
企
業
に
勤
め

な
が
ら
北
海
道
で
暮
ら
す
人
も
増
え
て
い
ま
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
と
リ
ア
ル
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と

で
、よ
り
効
率
的
に
地
域
支
援
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。Ｈ
Ｓ
Ｆ
Ｃ
の
活
動
も
、そ

う
し
た
環
境
変
化
を
追
い
風
に
、広
が
り
と
密

度
の
両
方
を
高
め
な
が
ら
進
化
し
て
い
る
と
感

じ
て
い
ま
す
。

北
大
発
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
強
み
と
特
長

一
次
産
業
か
ら
Ａ
Ｉ
・
宇
宙
へ
と
広
が
る

―
―
で
は
、北
大
発
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
強
み
や
特

長
は
ど
の
よ
う
な
点
に
あ
る
の
で
し
ょ
う
。

小
野　

や
は
り
北
海
道
と
い
う
土
地
の
特
性

を
生
か
し
た
領
域
に
あ
り
ま
す
。第
１
は「
フ
ー

ド
・
ア
グ
リ
」。食
料
安
全
保
障
の
観
点
か
ら
も
、

一
次
産
業
に
技
術
革
新
を
起
こ
す
こ
と
が
重
要

で
す
。時
間
は
か
か
り
ま
す
が
、気
候
変
動
な
ど

の
課
題
を
逆
手
に
と
っ
て
新
し
い
産
業
が
育
っ

て
い
ま
す
。第
２
は「
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

Ｇ
Ｘ
」。再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
率
が
40
％

を
超
え
る
北
海
道
は
、洋
上
風
力
や
太
陽
光
発

電
な
ど
の
研
究
も
盛
ん
で
、ユ
ニ
コ
ー
ン
企
業

が
生
ま
れ
や
す
い
土
壌
で
す
。そ
し
て
第
３
が

「
創
薬
・
ヘ
ル
ス
ケ
ア
」。食
と
医
療
を
一
体
で

捉
え
る〝
医
食
同
源
〟の
発
想
が
食
の
大
地
に
在

る
北
大
ら
し
い
強
み
で
す
。こ
れ
ら
３
つ
の
領

域
を
主
軸
に
、北
大
は
挑
戦
の
輪
を
さ
ら
に
広

げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

―
―
北
大
の
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
で

は
北
大
認
定
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

企
業
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
３
領
域
が
多
い
の
で
す
か
。

ま
た
、北
大
認
定
と
北
大
発
は
違

う
も
の
な
の
で
す
か
。

小
野　

３
つ
の
領
域
も
多
い

で
す
が
、多
様
な
領
域
に
広

が
っ
て
い
ま
す
。最
も
多
い

の
は
Ｉ
Ｔ
・
Ａ
Ｉ
系
で
、一

番
有
名
な
企
業
で
は
初
音

ミ
ク
で
知
ら
れ
る
ク
リ
プ
ト

ン
・
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
・
メ

デ
ィ
ア（
株
）（
p

・ 

20
参
照
）

で
す
ね
。北
大
認
定
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
企
業
と
い
う
の
は
、先

ほ
ど
お
話
し
し
た
北
大
発
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ（
経
産
省
調
査

２
０
２
４
年
度
）１
４
７
社
の
う

ち
、北
大
認
定
に
申
請
し
て
審

査
に
通
っ
た
企
業
を
言
い
ま

す
。２
０
２
５
年
10
月
現
在 

87

件
が
認
定
さ
れ
、だ
い
た
い
半

数
が
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。

―
―
北
大
発
と
北
大
認
定
は
そ

ん
な
違
い
が
あ
っ
た
ん
で
す
ね
。

で
は
、Ｉ
Ｔ
・
Ａ
Ｉ
系
が
多
い
と

い
う
の
は
？

生
も
学
生
も
、起
業
が〝
特
別
な
こ
と
〟で
は
な

く
日
常
の
話
題
と
し
て
語
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

「
自
分
も
や
っ
て
み
よ
う
」と
い
う
連
鎖
が
生
ま

れ
て
い
ま
す
。か
つ
て
１
９
８
０
～
９
０
年
代
の

「
サ※

※

ッ
ポ
ロ
バ
レ
ー
」期
に
は
、北
海
道
に
も
活

発
な
ベ
ン
チ
ャ
ー
文
化
が
あ
り
ま
し
た
が
、そ

れ
が
停
滞
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。今
、あ
の
こ
ろ

の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
ス
ピ
リ
ッ
ト
が
北
大
か
ら
再

び
息
を
吹
き
返
し
て
き
た
実
感
が
あ
り
ま
す
。

特
に
北
大
生
の
約
７
割
は
道
外
出
身
で
、外
か

ら
挑
ん
で
き
た
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
の
旺
盛
な
学

生
が
多
い
。こ
う
し
た〝
や
ん
ち
ゃ
な
気
質
〟が
、

起
業
文
化
を
押
し
上
げ
て
い
る
ん
で
す
よ
。

　

た
だ
、研
究
者
の
場
合
は
生
活
や
立
場
の
制

約
が
あ
り
、リ
ス
ク
を
取
る
こ
と
が
難
し
い
面

も
あ
り
ま
す
。だ
か
ら
こ
そ
、学
生
の
う
ち
に

挑
戦
で
き
る
環
境
づ
く
り
が
鍵
に
な
り
ま
す
。

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
を
支
え
る
制
度
や
セ
ー
フ

テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
の
整
備
が
不
可
欠
で
す
。日
本

で
は
ま
だ
一
度
の
失
敗
が
再
挑
戦
を
妨
げ
る
風

潮
が
あ
り
ま
す
が
、近
年
は
保
証
な
し
の
融
資

や
投
資
の
仕
組
み
が
進
み
、再
チ
ャ
レ
ン
ジ
が

し
や
す
い
環
境
が
整
い
つ
つ
あ
り
ま
す
。

―
―
資
本
の
流
れ
も
大
き
く
変
わ
り
、銀
行
の
役
割

も
少
し
ず
つ
変
化
し
て
い
る
印
象
で
す
が
。

小
野　

そ
う
で
す
ね
。特
に
地
方
銀
行
や
信
金

の
動
き
は
大
き
い
で
す
。地
域
に
根
ざ
し
た
金

融
機
関
こ
そ
、産
業
創
出
の
現
場
に
近
い
。だ

か
ら
こ
そ
、私
た
ち
は
地
銀
な
ど
と
の
連
携
を応用研究・事業化検討フェーズ 事業計画フェーズ 起業後フェーズ

応用領域／参入市場探索

フード・アグリ 環境・エネルギー 創薬・ヘルスケア

研究加速→特許出願

創業期法務／資本政策

資金調達

兼業・利益相反マネジメント

CXO探索／初期登記

知財戦略／事業戦略策定

▶ スタートアップピッチ作成 コンテンツ提供
▶ 専門家メンタリング
▶ 顧客ヒアリング（スポットコンサル活用）
▶ 外部ピッチ・アクセラプログラム接続等

▶ 経営者候補マッチング
▶ EIR／客員起業家
▶ インキュベーション拠点紹介／HX登記）

▶ 専門家メンタリング（特許庁 知財戦略デザイナー）

▶ GAPファンド資金の活用（複数年支援枠組みへ）

▶ 顧問契約 士業相談

▶ 利益相反ADへの事前相談

▶ VC接続サポート

❶GAP ファンド

❷
C
X
O
探
索

❸VC 接続

気候／社会情勢の
変化による

食料課題全般へ対応

脱炭素・再エネヘの転換等
次世代エネルギー課題へ

対応

高齢化課題・
ウェルビーイングの視点での
健康・医療課題への対応

北海道大学内にある学生・研究者の
ための起業支援拠点。
広大な北海道に点在する大学や研究
機関、自治体をつなぐハブ＝広域エ
リア統合プレインキュベーション拠
点として機能しています。

◆ GAP ファンド起業支援の重点領域

広域エリア統合
プレインキュベーション拠点
HX ＜エイチクロス＞

■  アントレプログラムからのスタートアップ創出例

■  スタートアップ立ち上げに必要な取組とサポート内容 北海道大学スタートアップ支援活動及びHSFCの案内資料を基に本誌が再編集

ミチタル  北海道大学 農学部 小島颯太氏

洋酒樽の製造／販売・メンテナンス

AQSim  北海道大学 水産学部 倉橋康平氏

養殖シミュレーション・養殖
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小
野　

Ｉ
Ｔ
・
Ａ
Ｉ
を
単
体
で
扱
う
と
い
う
よ

り
も
、Ａ
Ｉ
×
農
業
、Ａ
Ｉ
×
環
境
と
い
っ
た
形

で
課
題
解
決
を
図
る
企
業
が
増
え
て
い
る
た

め
で
す
。Ａ
Ｉ
分
野
で
は
川
村
秀
憲
教
授
の
研

究
室
か
ら
す
で
に
６
～
７
社
が
誕
生
し
て
お
り
、

世
界
的
に
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。一
方
で
、環

境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
は
数
こ
そ
少
な
い
も
の

の
、一
社
あ
た
り
の
ス
ケ
ー
ル
が
何
十
億
円
調

達
と
圧
倒
的
に
大
き
い
。中
で
も
注
目
さ
れ
る

の
が
、大
熊
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
デ
バ
イ
ス（
株
）で

す
。福
島
第
一
原
発
の
廃
炉
作
業
で
培
わ
れ
た

耐
熱
技
術
を
基
盤
に
、ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
半
導
体

の
量
産
化
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。シ
リ
コ
ン
で

は
耐
え
ら
れ
な
い
5
0
0
℃
以
上
の
高
温
に
も

耐
え
う
る
特
性
か
ら
、宇
宙
産
業
や
５
Ｇ
・
６

Ｇ
通
信
基
地
局
向
け
の
応
用
が
期
待
さ
れ
、す

で
に
総
額
67
億
円
の
資
金
を
調
達
し
ま
し
た

（
上
記
参
照
）。

　

こ
の
ほ
か「Letara

」や「M
JOLN

IR SPAC
EW

ORKS

」な
ど
永
田
晴
紀
研
究
室
関
係
の
宇

宙
関
連
企
業
と「
メ
カ
ノ
ク
ロ
ス
」「Floatm

eal

」

「FlyW
orks

」と
い
っ
た
先
端
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

が
次
々
と
登
場
し
て
い
ま
す
。特
に
宇
宙
分
野

で
は
、東
京
に
次
ぐ
拠
点
と
し
て
北
海
道
の
存

在
感
が
急
速
に
高
ま
っ
て
お
り「
北
海
道
宇
宙

サ
ミ
ッ
ト
２
０
２
５
」で
は
、国
内
外
の
宇
宙
ベ

ン
チ
ャ
ー
が
帯
広
に
集
結
し
ま
し
た
。

―
―
そ
う
し
た
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
の
登
場
が
、学
生
た

ち
の
起
業
意
欲
を
確
実
に
刺
激
し
ま
す
ね
。

小
野　

確
か
に
。ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
は
特
別
な

存
在
で
は
な
く
、人
生
の
選
択
肢
の
一
つ
。挑
戦

の
芽
を
育
み
、社
会
に
新
し
い
風
を
吹
き
込
む
。

そ
の
流
れ
が
今
、着
実
に
北
大
か
ら
広
が
っ
て

い
ま
す
。

北
大
に
と
ど
ま
ら
ず
Ｈ
Ｓ
Ｆ
Ｃ
と
共
に

道
内
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
を
支
援
す
る

小
野　

こ
こ
ま
で
北
大
の
こ
と
を
多
く
語
っ
て

き
ま
し
た
が
、私
た
ち
の
取
り
組
み
は
、北
大
ば

か
り
が
目
立
つ
の
で
は
な
く
、道
内
の
各
大
学

や
地
域
と
連
携
し
、ど
の
地
域
に
も
偏
り
の
な

い
支
援
を
行
う
こ
と
を
常
に
意
識
し
て
い
ま
す
。

―
―
そ
れ
が
ま
さ
に
Ｈ
Ｓ
Ｆ
Ｃ
の
中
で
の
北
大
の

役
割
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。道
内
各
地
で
芽
吹
い
た

シ
ー
ズ
を
育
て
る
と
い
う
こ
と
も
、北
大
の
大
き
な

ミ
ッ
シ
ョ
ン
な
ん
で
す
ね
。

小
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各
地
域
に
い
る
産
学
連
携
の
担
当
者

を
育
て
、地
元
の
シ
ー
ズ
を
事
業
化
で
き
る
状

態
を
整
え
て
い
く
こ
と
も
重
要
で
す
。地
域
ス

タ
ッ
フ
の
教
育
と
、札
幌
か
ら
の
人
材
派
遣
の

表
裏
一
体
で
進
め
て
い
ま
す
。ま
だ
ま
だ
足
り

ま
せ
ん
が
、少
し
ず
つ
支
援
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
広
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。

―
―
先
生
は
Ｈ
Ｓ
Ｆ
Ｃ
プ
ロ
グ
ラ
ム
代
表
も
務
め
て

お
ら
れ
ま
す
が
、Ｈ
Ｓ
Ｆ
Ｃ
の
活
動
は
、こ
こ
数
年
で

一
気
に
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
印
象
が
あ
り
ま
す
。

今
、ど
の
よ
う
な
フ
ェ
ー
ズ
に
入
っ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。

小
野　

参
画
機
関
の
数
が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い

て
、２
０
２
１
年
に
６
大
学
で
ス
タ
ー
ト
し
た
も

の
が
、今
で
は
道
内
の
大
学
の
８
〜
９
割
を
カ

バ
ー
し
て
い
ま
す
。国
立
大
学（
北
海
道
大
学
、

北
海
道
教
育
大
学
、旭
川
医
科
大
学
、室
蘭
工
業

大
学
、小
樽
商
科
大
学
、帯
広
畜
産
大
学
、北
見

工
業
大
学
）は
す
べ
て
参
加
し
て
お
り
、ま
さ
に

北
海
道
全
体
を
巻
き
込
む
形
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

―
―
そ
の
中
で
も
北
海
道
大
学
と
小
樽
商
科
大
学

は「
主
幹
機
関
」と「
共
同
機
関
」と
い
う
立
場
が
あ

り
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

―
―
北
大
と
並
ん
で
そ
の
中
心
に
位
置
す
る
の
が

小
樽
商
科
大
学
と
い
う
わ
け
で
す
ね
。

小
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そ
う
で
す
。小
樽
商
科
大
学
は「
Ｏ
Ｂ
Ｓ

（Otaru Business School

）」と
い
う
M
B
A
課

程
を
持
っ
て
い
て
、こ
こ
か
ら
生
ま
れ
る
経
営

人
材
が
非
常
に
重
要
な
存
在
で
す
。こ
こ
で
学

ん
だ
卒
業
生
が
研
究
者
と
ペ
ア
を
組
み
、事
業

を
立
ち
上
げ
る
こ
と
が
、樽
商
大
と
北
大
が
連

携
す
る
大
き
な
理
由
な
ん
で
す
。特
に
北
海
道

の
産
業
を
理
解
し
、地
元
で
経
営
を
担
え
る
人

材
と
し
て
、Ｏ
Ｂ
Ｓ
の
卒
業
生
は
欠
か
せ
な
い
戦

力
に
な
っ
て
い
ま
す
。

―
―
研
究
シ
ー
ズ
を
持
つ
北
大
と
、経
営
視
点
を
持

つ
小
樽
商
科
大
学
の
連
携
が
核
な
ん
で
す
ね
。で
は
、

今
後
Ｈ
Ｓ
Ｆ
Ｃ
や
北
大
と
し
て
ど
ん
な
未
来
を
描
い

て
い
る
の
か
、お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

小
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や
は
り「
産
業
創
出
に
よ
っ
て
地
域
を

元
気
に
す
る
」こ
と
が
大
き
な
使
命
で
す
。そ
の

第
一
歩
と
し
て
、ア
グ
リ
・
フ
ー
ド
分
野
の
近

代
化
に
注
力
し
て
い
ま
す
。こ
れ
ま
で
農
家
は

個
人
経
営
が
中
心
で
し
た
が
、企
業
的
な
経
営

感
覚
や
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
導
入
し
、外
部
人
材

で
も
参
入
で
き
る
産
業
構
造
へ
と
転
換
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。北
海
道
に
は
広
大
な

フ
ィ
ー
ル
ド
が
あ
り
、Ａ
Ｉ
や
Ｄ
Ｘ
の
力
を
活

か
せ
ば
生
産
性
は
飛
躍
的
に
向
上
し
ま
す
。寒

冷
地
に
強
い
品
種
開
発
な
ど
、北
大
が
持
つ
研

究
力
を
最
大
限
に
活
か
し
な
が
ら
、産
業
と
地

域
の
両
輪
で
北
海
道
の
未
来
を
築
い
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

未
踏
を
拓
く
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
精
神
が

ゼ
ロ
イ
チ
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
む

―
―
最
後
に
、全
国
で
ま
ち
づ
く
り
に
携
わ
る「
ま

ち
織
人
」た
ち
へ
、メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

小
野　

北
海
道
の
開
拓
の
歴
史
を
振
り
返
る

と
、ま
さ
に
ゼ
ロ
か
ら
イ
チ
を
生
み
出
す
挑
戦

の
連
続
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。１
５
０
年
前
、何

も
無
か
っ
た
大
地
に
ま
ち
を
築
き
、い
ま
や

１
９
７
万
人
の
都
市
・
札
幌
が
あ
る
。そ
う
考

え
る
と
、北
海
道
そ
の
も
の
が
ゼ※

※

ロ
イ
チ
・
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
証
で
す
。先
人
た
ち
が
持
っ

て
い
た
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
ス
ピ
リ
ッ
ト
と
い
う
未

踏
を
恐
れ
ず
に
切
り
拓
く
精
神
を
、今
の
時
代

に
も
う
一
度
呼
び
覚
ま
す
こ
と
が
大
切
だ
と
思

い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
今
、社
会
の
構
造
も
、働
き
方
も
、

環
境
も
大
き
く
変
わ
る
転
換
点
に
立
っ
て
い
ま

す
。だ
か
ら
こ
そ
、か
つ
て
の
よ
う
に〝
な
い
も

の
を
つ
く
る
〟と
い
う
原
点
に
戻
る
必
要
が
あ

る
。こ
れ
は
決
し
て
懐
古
で
は
な
く
、未
来
へ
の

リ
ビ
ル
ド
で
す
。地
域
に
は
そ
れ
ぞ
れ
固
有
の

課
題
が
あ
り
、そ
れ
を
新
し
い
産
業
や
技
術
の

力
で
変
え
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

札
幌
も
、北
海
道
も
、そ
し
て
全
国
の
地
域
も
、

り
ま
す
が
、そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
の
違
い
は
ど
ん
な
点

に
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

小
野　

主
幹
機
関
は
北
大
の
み
で
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
全
体
の
運
営
と
報
告
の
責
任
を
負

う
立
場
で
、予
算
の
獲
得
か
ら
進
捗
管
理
ま
で

引
き
受
け
て
い
ま
す
。一
方
、共
同
機
関
は
小
樽

商
科
大
学
は
じ
め
全
18
大
学
で
、自
ら
の
研
究

シ
ー
ズ
を
エ
ン
ト
リ
ー
で
き
る
立
場
に
あ
り
、

学
内
の
支
援
体
制
を
整
え
、産
学
連
携
担
当
者

の
配
置
や
規
約
整
備
な
ど
、一
定
の
条
件
を
ク

リ
ア
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。北
大
は
そ
れ

ぞ
れ
の
大
学
に
伴
走
し
な
が
ら
体
制
づ
く
り
を

支
援
し
て
お
り
、そ
の
結
果
、今
の
よ
う
な
広
が

課
題
を
抱
え
て
い
る
か
ら
こ
そ
可
能
性
に
満
ち

て
い
ま
す
。課
題
先
進
地
こ
そ
、実
装
先
進
地
に

な
れ
る
。地
域
の
挑
戦
が
、や
が
て
日
本
全
体
の

変
化
を
生
む
。そ
う
信
じ
て
い
ま
す
。

　

挑
戦
は
一
人
で
は
で
き
ま
せ
ん
。行
政
も
、企

業
も
、大
学
も
、市
民
も
、そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で

力
を
合
わ
せ
て
挑
戦
を
重
ね
て
い
く
こ
と
が
大

事
で
す
。全
国
の「
ま
ち
織
人
」の
皆
さ
ん
と
と

も
に
、新
し
い
時
代
の
ま
ち
を
織
り
、未
来
へ
と

つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
願
い
ま
す
。

Letara株式会社
大熊ダイヤモンドデバイス

株式会社

2024年10月 Pre Aラウンドで約40億円調達

廃炉技術応用 ダイヤモンド半導体

 2025年6月 累計18億円調達

宇宙機用ハイブリッドエンジン

総額

28億円
調達

総額
67億円

調達 特 に 宇 宙 分 野 で は 、

東 京 に 次 ぐ 拠 点 として

　 北 海 道 の 存 在 感 が

急 速 に 高 まっています。

※
1【
エ
ン
ジ
ェ
ル
投
資
家
】
創
業
初
期
の
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
を
個
人
で
支
援
す
る
投
資
家
。

※
2【
J
S
T
】
国
立
研
究
開
発
法
人
科
学
技
術
振
興
機

構
の
こ
と
。日
本
の
科
学
技
術
研
究
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
支
援
す
る
機
関
で
あ
る
。

※
3【
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
】
仕
事
で
成
果
を
出
す
た
め
の

優
れ
た
行
動
特
性
の
こ
と
を
い
う
。

※
4【
ア
ク
セ
ラ
レ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
】
事
業
や
挑

戦
の
ス
ピ
ー
ド
を
加
速
さ
せ
る
仕
組
み
。

※
5【
D
X
】
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
っ
て
、業
務
・
サ
ー
ビ

ス
・
考
え
方
ま
で
変
革
す
る
取
り
組
み
。

※
6【
サ
ッ
ポ
ロ
バ
レ
ー
】1
9
7
0
～
80
年
代
に
札
幌

で
育
っ
た
大
学
研
究
者
や
技
術
者
を
中
心
に
I
T
企
業

群
が
生
ま
れ
た
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
。

※
7【
C
X
O
探
索
】
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
中
核
と
な
る

経
営
人
材（
C
E
O
や
C
T
O
な
ど
）を
探
す
こ
と
。

※
8【
ゼ
ロ
イ
チ
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
】
新
し
い
発
想
や

技
術
で〝
は
じ
め
の
一
歩（
0
→
1
）〟を
形
に
す
る
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
。

■  ディープテック分野のスタートアップ創出例
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東京じゃなくても、札幌から世界とつながれる

　会社を設立したのは1995年、折しもインターネット

元年と呼ばれた年でした。私はもともと北海道大学の

職員で、大学には世間より早くネット環境が整ってい

ました。メールやブラウザを目の当たりにして、〝これ

は世界を変える〟と閃きが走ったんです。そこで公務員

を辞めて起業しました。まだ誰も未来の形を知らなかっ

た時代に、「地方からでも世界とつながれる」ことを証明

したいという思いが強かったんですね。

　当時は何事も東京に出ないとビジネスになりません

でしたが、インターネットを活用すれば札幌に居ながら

にして世界とつながれる。そう確信して、札幌を拠点に

グローバルな事業を始めました。世界を相手に音楽ソフ

トの開発や輸入販売を行いながら、クリエイターが音楽

をツクル環境を整えることを一貫して続けてきました。

やがてヤマハ（株）が開発したVOCALOIDという歌声合

成技術に出会い、歌声合成ソフトウェアの企画・開発を

手掛けるようになりました。初音ミクという歌を歌うソ

フトも“音を売る商売”の延長にあったわけです。

雪ミクの推しで、札幌のまちを力強く動かす

　2007年に初音ミクの最初のソフトウェアを発売した

際、クリエイターが次々と初音ミクに歌わせた曲をネッ

ト上で発表し、歌やダンスといった創作の連鎖が起き

て文化現象になりました。札幌から生まれたソフトウェ

アが、ネットを介して地球規模の創作ムーブメントを生

んだのです。

　インターネットの力を信じて札幌で挑戦した、その姿

勢は今も変わっていませんが、私はずっと札幌に暮らし

ています。その札幌の一大イベントである雪まつりで雪

の初音ミクをつくったら面白いだろうと考え、2010年

に雪像を制作しました。それをきっかけに北海道を応

援する「雪ミク」が初音ミクの派生キャラクターとして

誕生し、今では札幌観光大使や大札新PRアンバサダー

（P.9参照）を務めるなど、都市ブランドにも繋がりまし

た。札幌市がユネスコ創造都市メディアアーツ都市に申

請した際にも初音ミクのムーブメントが高く評価され

ました。

人間誰でもクリエイター、溜まり場がアートを生む

　私自身の仕事は、いろいろに見えるかもしれません。

でも、やっていることはひとつです。クリエイターのた

めに創作環境をツクル。いわば「メタクリエイター」と

いう「クリエイターのためのクリエイター」です。音楽

やイラスト、映像など、ツクル人の数だけ創造がある。

クリエイターとは、たとえば農水産品に素敵なパッケー

ジングを施すだけで付加価値を生み出せる仕事でもあ

る。人間誰でもクリエイター。その信念で人々の活動を

支えるツールや仕組み、環境を用意することが、自分の

使命だと思っています。

　その流れで始めたのが、NoMaps（ｐ.22参照）や

SNOW MIKU※1。そして変わったものではシメパフェ※2

の起点となった「ミライストカフェ」です。人は集い、

語り、試す、溜まり場が必要なのです。インターネット

は便利ですが、人と人が熱気を感じ出会うことでこそ、

生まれる新しい文化がある。札幌がそうした創造の場を

持つ都市であることに尽くしたいですね。

札幌から新しい“創作のミライ”を描く挑戦

　北海道は人口が減少傾向で、課題も多い地域です。そ

れは逆に新しい挑戦ができるフィールドでもあります。

自動運転やドローン配送など、次世代技術の社会実装を

進めるには最適な環境です。だからこそ、ここをスター

トアップやクリエイターの実験場にし、育てたクリエイ

ターが東京へ出ていくのではなく、北海道の中で活躍で

きるようにしていくことが大切です。むしろネットでつ

ながるのであればバーチャル道民だって増やすことが

できます。

　AIについては、30年前にインターネットが登場した

ころと同じ可能性を感じます。いまは最先端の特異な技

術だと言われますが、いずれ電気やインターネットとの

ように当たり前のインフラになるでしょう。だから重要

なのは、AIそのものではなく「AIを使って何をするか」。

創作を広げ、社会を変えるためにどう活かすかという

発想です。テクノロジーをまちづくりに溶かし込みな

がら、札幌から新しい〝創作のミライ〟を描いていく――

それが私の挑戦です。（談）

伊藤博之氏が語る  札幌における“創作のミライ”
北大職員からの起業、初音ミクの誕生、そしてNoMaps へ

伊藤博之 氏
クリプトン・フューチャー・メディア株式会社 代表取締役
NoMaps 実行委員長

1965年生まれ、北海道出身。高校卒業後、北海道大学事務職員として勤務しながら、北海学園大学
を卒業。1995年にクリプトン・フューチャー・メディア株式会社（北大発認定スタートアップ企業）
を設立。歌声合成ソフトウェア「初音ミク」の開発会社として名を馳せる。世界各国に提携先を持ち、
4,000万件以上のサウンドコンテンツは世界でも最大級を誇る。2013年より京都情報大学院大学
教授。同年に藍綬褒章を受章。2024年12月にForbes Japan “SMALL GIANTS AWARD”受賞。
2025年7月に自著『創作のミライ  「初音ミク」が北海道から生まれたわけ』を上梓。

# 初音ミク  # 雪ミク
# メタクリエイター

「2025 さっぽろ雪まつり」に

登場した恒例の「雪ミク」の雪

像とイベント告知画像。

札 幌 か ら 新 し い〝 創 作 のミライ〟を 描 いて いく 。
　 　 　 　 　 そ れ が 私 の 挑 戦 で す 。

※1【 SNOW MIKU 】2010年から続く、さっぽろ雪まつり期間に北海道で開催する「雪ミク」のイベント。 ※2【 シメバフェ】伊藤氏が経営した「ミライスト CAFE × SWEETS × BAR」は、2015年の“札幌シメパフェ”ブームの火付け役となった。店内は、アーティストやクリエイ
ターが集うWi-Fi・電源完備のコミュニティ兼コワーキングの場でもあった。

写真右：札幌・北海道発のスタートアップの象徴

的存在「初音ミク」と札幌観光大使や大札新PRア

ンバサダーを務める「雪ミク」の前に立つ伊藤氏。
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地
図
な
き
未
来
を
拓
く
、邂
逅
が
生
む
共
創
の
ま
ち

「
札
幌
版
Ｓ
Ｘ
Ｓ
Ｗ
を
つ
く
ろ
う
」か
ら

ス
タ
ー
ト
し
た「
Ｎ
ｏ
Ｍ
ａ
ｐ
ｓ
」と
は

―
―
「
Ｎ
ｏ
Ｍ
ａ
ｐ
ｓ
」は
、ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ（
Ｓ
Ｕ
）・

エ
コ
シ
ス
テ
ム
拠
点
都
市
・
札
幌
を
象
徴
す
る
大

型
複
合
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
展
開
し
て
い
ま
す
。ま
ず

は
廣
瀬
さ
ん
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
と
、Ｎ
ｏ
Ｍ
ａ
ｐ
ｓ
に

関
わ
る
き
っ
か
け
を
お
教
え
く
だ
さ
い
。

廣
瀬　

も
と
も
と
私
は
大
学
卒
業
後
、民
間
企

業
を
経
て
地
域
政
策
を
扱
う
シ
ン
ク
タ
ン
ク
に

入
り
、ま
ち
づ
く
り
や
地
域
活
性
化
に
関
す
る

行
政
委
託
業
務
に
10
年
間
ほ
ど
携
わ
り
ま
し
た
。

そ
の
な
か
で
札
幌
国
際
短
編
映
画
祭
の
調
査
案

件
に
関
わ
っ
た
の
が
始
ま
り
で
す
。映
画
祭
は

文
化
事
業
と
し
て
は
成
功
を
収
め
て
い
ま
し
た

が
、開
催
10
回
の
節
目
を
迎
え
た
２
０
１
5
年
に

「
産
業
振
興
に
は
あ
ま
り
結
び
つ
い
て
い
な
い
」

と
い
う
議
論
が
起
き
、札
幌
市
が
次
の
10
年
に

向
け
て
新
モ
デ
ル
を
模
索
し
始
め
た
ん
で
す
ね
。

そ
の
際
に
、調
査
業
務
の
担
当
と
し
て
レ
ポ
ー

ト
を
書
く
よ
う
に
依
頼
さ
れ
た
ん
で
す
が
、結

局
の
と
こ
ろ
映
画
祭
の
延
長
で
は
な
く
、ア
メ

リ
カ
の
Ｓ※

※

Ｘ
Ｓ
Ｗ（
サ
ウ
ス
・
バ
イ
・
サ
ウ
ス
ウ

エ
ス
ト
）を
参
考
に
し
た「
札
幌
版
Ｓ
Ｘ
Ｓ

Ｗ
を
つ
く
ろ
う
」と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
ん
で

す
。そ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が〝
地
図
の
な
い
領
域

を
開
拓
す
る
〟と
い
う
意
味
を
込
め
て「
Ｎｏ
Ｍ

ａｐ
ｓ
」と
名
づ
け
ら
れ
、未
知
に
挑
戦
す
る
人

た
ち
が
集
い
刺
激
し
合
う
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
づ

く
り
と
し
て
始
ま
っ
た
ん
で
す
。私
も「
君
が
ま

と
め
た
ん
だ
か
ら
一
緒
に
や
ろ
う
」と
半
ば
強

引
に
誘
わ
れ
、気
づ
け
ば
準
備
委
員
会
に
取
り

込
ま
れ
て
し
ま
っ
て
い
ま
し
た（
笑
）。

―
―
廣
瀬
さ
ん
が
、良
い
意
味
で
製
造
者
責
任
を
取

ら
さ
れ
た
形
で
す
ね（
笑
）。

廣
瀬　

ま
っ
た
く
も
っ
て
。最
初
、私
は
一
事
務

局
員
と
し
て
入
り
ま
し
た
が
、実
質
的
に
現
場

統
括
を
担
う
よ
う
に
な
り
、翌
２
０
１
７
年
か

ら
は
事
務
局
長
を
任
さ
れ
ま
し
た
。札
幌
・
北

海
道
を
舞
台
に
新
し
い
価
値
を
生
み
出
す
な
ら

大
き
な
枠
組
み
が
必
要
と
い
う
こ
と
で
、行
政
・

大
学
・
民
間
を
巻
き
込
め
る
立
体
的
な
運
営
体

制
が
敷
か
れ
た
ん
で
す
。

―
―
当
初
か
ら「
産
学
官
連
携
」と
い
う
キ
ー
ワ
ー

ド
が
意
識
さ
れ
て
い
た
の
で
す
ね
。

廣
瀬　

そ
う
で
す
。そ
こ
で
、ク
リ
プ
ト
ン
・

フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
・
メ
デ
ィ
ア
の
伊
藤
博
之
さ

ん（
p

・ 

20
参
照
）や
、RISING SU

N ROCK 
FESTIVAL

（
R
S
R
）を
手
掛
け
る
小
島
紳
次

郎
さ
ん
と
い
っ
た
民
間
の
発
起
人
が
中
心
に
な

り
、5
つ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
掲
げ
て
任
意
団
体

の
実
行
委
員
会
組
織
で
ス
タ
ー
ト
し
、産
学
官

の
平
等
な
連
携
を
運
営
の
基
盤
と
し
て
進
展
し

て
き
ま
し
た
。（
次
頁
の
下
欄
参
照
）

　
お
か
げ
さ
ま
で
、Ｎｏ
Ｍａｐ
ｓ
は
「
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
・
エ
コ
シ
ス
テ
ム
拠
点
都
市
・
札
幌
」

を
象
徴
す
る
先
駆
的
な
複
合
型
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
、民
間
発
の
持
続
モ
デ
ル
を
築
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

民
間
の
熱
と
行
政
の
理
屈
を
つ
な
ぎ

事
業
を
成
功
に
導
く
翻
訳
者
的
な
立
ち
位
置

―
―
さ
て
、廣
瀬
さ
ん
は
行
政
と
は
長
く
関
わ
っ
て

こ
ら
れ
た
そ
う
で
す
が
、そ
の
経
験
は
Ｎ
ｏ
Ｍ
ａ
ｐ
ｓ

の
運
営
に
ど
う
生
き
て
い
ま
す
か
。

廣
瀬　

行
政
と
民
間
の
両
方
の
現
場
を
知
っ
て

い
る
こ
と
は
、非
常
に
大
き
い
で
す
ね
。行
政
は

ど
う
し
て
も
手
続
き
や
予
算
の
論
理
で
動
き
ま

す
。一
方
、民
間
は
ス
ピ
ー
ド
や
感
覚
を
優
先
す

る
。ど
ち
ら
も
正
し
い
け
れ
ど
、噛
み
合
わ
な
い
。

つ
ま
り
言
語
が
違
う
ん
で
す
ね
。私
は
そ
の
間

に
立
っ
て〝
翻
訳
〟す
る
役
を
20
年
以
上
続
け
て

き
ま
し
た
。行
政
に
は
民
間
の
熱
を
、民
間
に
は

行
政
の
理
屈
を
伝
え
る
。こ
れ
が
私
の
仕
事
の

本
質
で
す
。

―
―
な
る
ほ
ど
、翻
訳
者
的
な
立
ち
位
置
で
す
ね
。

廣
瀬　

ま
さ
に
そ
れ
。行
政
は「
な
ぜ
そ
れ
を
や

る
の
か
」を
定
量
的
に
示
さ
な
い
と
動
け
な
い
。

だ
か
ら
、民
間
の〝
面
白
い
こ
と
〟を
行
政
の
言

葉
に
置
き
換
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。一
方
、行

廣瀬岳史 氏
NoMaps実行委員会 事務局長

2000年、北海道大学卒業後、民間企業を経て民間シンクタ
ンクに入社。以降10年にわたり、道内自治体の政策立案や
地域活性化事業の運営等に従事。その後、現場により近い
まちづくり系の会社に籍を移し、地域活性化や地域人材育
成事業の企画・運営などに携わる。2016年、NoMapsの
前身の一つである札幌国際短編映画祭関連の調査業務に
携わったことを契機に、NoMapsに立上げから参画。産学
官の多様な主体が関わる事業の調整役を担う。2017年4
月より現職。

# 越境の力
# 札幌という実験場

異
分
野
の
人
た
ち
が
集
ま
る
と
、
偶
発
的
な

出
会
い
が
起
き
、
共
創
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

が
生
ま
れ
る
。

そ
ん
な
越
境
の
化
学
反
応
が
日
常
的
に
起
こ

る
ま
ち
に
し
た
い
。

写真上は「NoMaps2025」の伊藤博之氏（ｐ.20参照）のカンファレンス案内ポスター。

写真下は同カンファレンスの会場入口。会場は満席状態で立ち見が出るほど盛況だった。

NoMapsが札幌市と交渉し公開空地を開放し、 “まちの
リビング”となった4PLA PARKにて。
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政
の
慎
重
な
説
明
を
民
間
の
感
情
に
伝
わ
る
形

に
整
え
な
い
と
、熱
が
冷
め
て
し
ま
う
。両
方
の

温
度
を
す
り
合
わ
せ
て
、互
い
に
納
得
で
き
る

提
案
に
ま
と
め
て
い
く
。私
自
身
が
や
っ
て
き

た〝
官
民
を
つ
な
ぐ
翻
訳
〟と
い
う
仕
事
の
延
長

に
、Ｎｏ
Ｍａｐ
ｓ
と
い
う
取
り
組
み
が
あ
る
。つ

ま
り
、官
民
ど
ち
ら
か
に
寄
る
の
で
は
な
く
、両

方
の
ロ
ジ
ッ
ク
を
行
き
来
し
な
が
ら
新
し
い
関

係
を
形
に
し
て
い
く
。そ
の
中
間
に
立
ち
続
け

る
こ
と
が
、私
の
役
割
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

あ
り
が
た
い
こ
と
に
、札
幌
市
の
経
済
観
光

局
の
方
々
と
は
も
う
20
年
以
上
、坂
井
局
長

（
p

・ 

4
参
照
）と
は
Ｎｏ
Ｍａｐ
ｓ
設
立
時
の
直

接
的
な
仕
事
で
も
10
年
に
及
び
ま
す
。長
年
の

信
頼
関
係
が
あ
る
か
ら
こ
そ「
こ
れ
を
一
緒
に

や
ろ
う
」と
い
う
と
ツ
ー
カ
ー
の
話
が
で
き
ま

す
。行
政
の
担
当
者
は
数
年
で
異
動
し
ま
す
が
、

私
は
常
に〝
横
串
〟で
ま
ち
づ
く
り
を
見
て
き
た

の
で
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
跨
い
だ
知
識
や
記
憶

を
巧
み
に
つ
な
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。Ｎｏ
Ｍａ

ｐ
ｓ
の
よ
う
な
越
境
的
な
事
業
は
、そ
う
し
た

人
間
が
間
に
入
っ
た
ほ
う
が
機
能
し
や
す
い
の

だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

越
境
の
化
学
反
応
が
日
常
的
に
起
こ
る

札
幌
ら
し
い
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
ま
ち
づ
く
り

―
―
Ｎ
ｏ
Ｍ
ａ
ｐ
ｓ
の
理
念
に
あ
る「
越
境
」や「
共

創
」に
は
、ど
ん
な
意
味
が
込
め
ら
れ
、こ
れ
ま
で
展

開
さ
れ
た
の
で
す
か
。

廣
瀬　

異
な
る
分
野
を
掛
け
合
わ
せ
て
新
し

い
価
値
を
生
む
と
い
う
こ
と
で
す
。た
と
え
ば
、

立
ち
上
げ
た
こ
ろ
の
２
０
１
７
年
の
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
で
は
Ｓ
Ｘ
Ｓ
Ｗ
を
参
考
に「
ま
ち
に
、

未
来
を
、イ
ン
ス
ト
ー
ル
。」を
掲
げ
、他
に
先
駆

け
て
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
テ
ッ
ク
系
の
社
会
実

装
を
テ
ー
マ
に
、ま
ち
の
中
で
実
証
実
験
を
行

う
時
期
で
し
た
。２
０
２
０
年
か
ら
２
０
２
１
年

は
コ
ロ
ナ
禍
で
、完
全
オ
ン
ラ
イ
ン
に
切
り
替

え
、灯
を
絶
や
さ
ず
続
け
ま
し
た
が
、そ
の
こ
と

が
次
の
展
開
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

２
０
２
２
年
で
は
、「
楽
し
く
な
け
り
ゃ
未
来

じ
ゃ
な
い
だ
ろ
」と
い
う
よ
う
に
毎
年
新
し
い

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
掲
げ
、コ
ロ
ナ
禍
で
リ

ア
ル
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
渇
望
し
た
気

持
ち
に
応
え
る
た
め
、人
と
人
の
再
接
続
を
軸

に
し
ま
し
た
。楽
し
さ
は
単
な
る
娯
楽
で
は
な

く
、掌
に
熱
量
を
込
め
て
挑
戦
を
後
押
し
す
る

力
で
す
。出
会
い
が
共
創
を
生
み
、ま
ち
が
動
く
。

そ
の
連
鎖
を
起
こ
す
こ
と
こ
そ
が
Ｎｏ
Ｍａｐ
ｓ

の
使
命
だ
と
痛
切
に
感
じ
た
か
ら
で
す
。

―
―
Ｎ
ｏ
Ｍ
ａ
ｐ
ｓ
は
、「
楽
し
い
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に

領
域
・
階
層
を
超
え
て
出
会
っ
た
人
た
ち
が
ま
ち

の
中
で
試
行
し
な
が
ら
、起
業
の
芽
を
育
て
る〝
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
・
エ
コ
シ
ス
テ
ム
〟と
し
て
も
機
能

し
て
い
る
の
で
す
ね
。

廣
瀬　

は
い
。異
分
野
の
人
た
ち
が
集
ま
る
と
、

偶
発
的
な
出
会
い
が
起
き
、そ
こ
か
ら
共
創
や

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
て
く
る
。そ
ん
な

越
境
の
化
学
反
応
が
ま
ち
の
中
で
日
常
的
に
起

こ
る
よ
う
に
し
た
い
ん
で
す
。そ
れ
が
札
幌
ら

し
い
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
ま
ち
づ
く
り
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

自
律
と
信
頼
の
文
化
を
育
て

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
が
連
鎖
す
る
ま
ち
へ

―
―
先
日
、「
Ｎ
ｏ
Ｍ
ａ
ｐ
ｓ
２
０
２
５
」を
拝
見
し
ま

し
た
が
、意
図
さ
れ
る
よ
う
に
参
加
者
の
前
向
き
さ

や
自
主
性
を
す
ご
く
感
じ
ま
し
た
。

廣
瀬　

そ
こ
は
意
識
的
に
デ
ザ
イ
ン
し
て
い
ま

す
。基
本
的
に
、や
り
た
い
人
が
手
を
挙
げ
れ
ば

即
Ｏ
Ｋ
。事
務
局
は
、最
低
限
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

と
全
体
調
整
だ
け
を
担
い
、内
容
や
ゲ
ス
ト
選

定
に
は
基
本
的
に
介
入
し
ま
せ
ん
。と
に
か
く

参
加
者
の〝
や
る
自
由
〟を
尊
重
す
る
。そ
の
代

わ
り
、や
る
以
上
は
自
分
た
ち
で
責
任
を
持
つ
。

自
律
と
信
頼
の
文
化
を
育
て
る
こ
と
も
大
事

に
し
て
い
ま
す
。そ
れ
が
一
番
人
を
育
て
、ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
を
引
き
出
し
ま
す
。実
は
２
０
２
４
年

ま
で
は
事
務
局
は
２
人
体
制
で
運
営
し
て
い
て
、

２
０
２
５
年
に
よ
う
や
く
倍
増
の
４
人
に
な
り

ま
し
た
。だ
か
ら
自
主
性
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な

い
側
面
も
あ
る
ん
で
す（
笑
）。で
も
こ
れ
が
、人

と
人
と
の
つ
な
が
り
が
強
い
Ｎｏ
Ｍａｐ
ｓ
で
も

あ
る
ん
で
す
よ
。

―
―
い
わ
ば
Ｎ
ｏ
Ｍ
ａ
ｐ
ｓ
は「
み
ん
な
の
や
り
た
い

気
持
ち
を
形
に
す
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」な
ん
で

す
ね
。今
、イ
ベ
ン
ト
参
加
チ
ー
ム
の
規
模
感
は
ど

の
く
ら
い
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

廣
瀬　

公
式
カ
テ
ゴ
リ
だ
け
で
も
約
2
0
0
人

の
メ
ン
バ
ー
が
活
動
し
て
い
ま
す
。多
い
チ
ー

ム
は
40
人
規
模
。高
校
生
が
自
主
的
に
イ
ベ
ン

ト
を
開
い
た
り
、企
業
が
共
創
セ
ッ
シ
ョ
ン
を

立
ち
上
げ
た
り
と
、本
当
に
分
野
も
属
性
も
多

様
で
す
。や
っ
て
い
い
と
い
う
文
化
が
広
が
る

と
、や
り
た
い
人
が
増
え
る
。参
加
者
が
運
営
者

に
な
り
、ま
た
次
の
世
代
に
灯
が
移
る
。そ
う
し

た〝
熱
の
連
鎖
〟が
札
幌
で
少
な
か
ら
ず
起
き
て

い
る
の
を
感
じ
ま
す
ね
。

都
市
の
余
白
を
社
会
に
還
元
す
る

実
験
の
場
で
札
幌
・
北
海
道
を
フ
ル
活
用

―
―
Ｎ
ｏ
Ｍ
ａ
ｐ
ｓ
の
活
動
を
見
る
と
、イ
ベ
ン
ト
に

と
ど
ま
ら
ず「
社
会
実
験
」の
要
素
も
強
い
で
す
ね
。

廣
瀬　

私
た
ち
は
設
立
当
初
か
ら
札
幌
・
北
海

道
を〝
実
証
実
験
・
社
会
実
装
の
聖
地
〟に
す
る

こ
と
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。初
期
は
自
動
走
行

や
ロ
ボ
ッ
ト
、シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
な
ど
の
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
実
証
が
中
心
で
し
た
が
、こ
こ
数
年

は
も
っ
と
人
の
関
係
性
や
場
所
の
活
か
し
方

に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
て
い
ま
す
。た
と
え
ば「
凹
場

（ana
Ba
）」と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、駅

前
通
り
の
未
利
用
地
を
仮
設
公
園
と
し
て
再
生

し
、「
農
や
ア
ー
ト
」を
組
み
合
わ
せ
た
実
験
を

し
ま
し
た（
写
真
は
次
頁
）。ふ
る
さ
と
納
税
の

仕
組
み
を
活
用
し
、本
格
的
に
企
画
が
走
り
始

め
て
か
ら
わ
ず
か
２
カ
月
。都
市
の
空
白
を
使

い
尽
く
す
。ま
さ
に〝
札
幌
ら
し
い
社
会
実
験
〟

だ
と
思
い
ま
す
。

―
―
す
ご
い
ス
ピ
ー
ド
感
で
す
ね
。

廣
瀬　

そ
う
な
ん
で
す
。再
開
発
で
次
の
建
物

が
建
つ
ま
で
の「
待
機
期
間
」を
ど
う
使
う
か
。

普
通
は
何
も
せ
ず
放
置
さ
れ
ま
す
が
、そ
こ
に

仮
設
的
で
も
価
値
あ
る
空
間
を
生
み
出
す
こ

と
が
で
き
る
。そ
れ
を
行
政
も
企
業
も
前
向
き

に
認
め
て
く
れ
た
の
が
大
き
い
で
す
ね
。誰
も

が
自
由
に
使
え
る
場
所
が
で
き
る
こ
と
で
、人

の
動
き
が
変
わ
り
、会
話
が
生
ま
れ
る
、何
も
な

か
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
新
た
な
価
値
が
生
ま
れ
る
。

ま
ち
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
新
し
い
価
値
を
検
証
し

て
い
く
、そ
の
流
れ
の
中
に
あ
る
試
み
で
実
施

し
ま
し
た
。

―
―
ま
ち
づ
く
り
の
文
脈
で
言
え
ば
、こ
れ
は「
都

市
の
余
白
を
社
会
に
還
元
す
る
」試
み
で
す
ね
。他

に
も
印
象
的
な
実
験
は
あ
り
ま
す
か
。

廣
瀬　

２
０
２
４
年
に
行
っ
た「NoM

aps Flight

大
作
戦
」で
す
ね
。羽
田
―
札
幌
間
の
定
期
便
を

貸
し
切
り
、上
空
で
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。安
全
基
準
や
許
可
の
壁
を

一
つ
ず
つ
超
え
な
が
ら
、「
で
き
な
い
理
由
」を

「
ど
う
す
れ
ば
で
き
る
か
」に
変
え
て
い
く
。そ

の
過
程
自
体
が
学
び
な
ん
で
す
。こ
う
し
た

実
験
の
多
く
は
、ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
や
小
さ
な

チ
ー
ム
の
発
想
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
。失
敗

を
恐
れ
ず
、ま
ち
の
中
で
実
践
し
続
け
る
姿
勢

が
、Ｎｏ
Ｍａｐ
ｓ
全
体
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
支

え
て
い
ま
す
。

コンセプト

対象とする領域

ミッション

NoMaps は、北海道を舞台に、新しい価値を生み出す大きな枠組み。
クリエイティブな発想や技術によって、

次の社会・未来を創ろうとする人たちのための交流の場（コンベンション）です。

について
の取り組み

ベースキャンプ
それぞれがめざす未踏の地
そこに挑戦する人、応援する人たちが集い、讃え、刺激し合う場所 
= ベースキャンプ

NoMaps は、未来に向けて切磋琢磨する人たちが集い、ア
イデアを広げ、気づきを共有しながら、新たな領域を切り
拓くための出会いと発見が溢れる場をめざしています。

2016 年からスタートした
NoMaps は、５ つ の ミ ッ
ションを掲げ、民間企業・
官公庁・教育機関などが
連携する「ALL HOKKAIDO
体制」で運営しています。

NoMaps では、通年で大きく 5 つのプログラムを軸に毎年 100 以
上のコンテンツを展開。ジャンル・分野を横断したさまざまな切
り口で「場」を作っています。

1. クリエイティブ産業の活性化と他産業への波及

2. 創業支援・新産業の創造・投資の促進

3. クリエイティブな市民文化の醸成

4. 札幌・北海道の国際的知名度・魅力の向上

5. ｢世界屈指のイノベーティブなまち SAPPORO」の実現

先端テクノロジーや
斬新なアイディアなどが軸

「新しい価値観」「新しい文化」
「新しい社会の姿」を提案

新しい提言やプレゼンテーションで
意見交換の場

新しい技術・
サービスが体感できる
コミュニケーションの場

映画・音楽・デザインなど
クリエイティブな
体験を提供する場

札幌・北海道フィールを活用した
新しい可能性探求の場

異業種・異世代が新しいビジネスや
コラボレーションを創る場

NoMaps（ノーマップス）の名前の由来
アメリカのＳＦ作家、ウィリアム・ギブスンを追った同名のドキュメンタリー
映画にちなんで命名。
「地図なき領域を開拓する」という願いを込めている。

民間企業 官公庁 教育機関

札幌市
北海道

北海道経済産業局
北海道総合通信局
北海道運輸局

北海道大学

札幌市立大学

ローカルパートナー／エデュケーショナルパートナー／メディアパートナー

クリプトン・
フューチャー・メディア㈱

㈱ウエス

NoMapsサイトの情報を基に本誌で再編集
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を
つ
く
る
。Ｎｏ
Ｍａｐ
ｓ
は
そ
う
い
う
実
験
を
続

け
る
場
で
あ
り
た
い
で
す
ね
。

―
―
全
国
の〝
ま
ち
織
人
〟に
向
け
て
、メ
ッ
セ
ー
ジ

を
お
願
い
し
ま
す
。

廣
瀬　

ど
の
地
域
に
も
、そ
れ
ぞ
れ
の
文
化
や

距
離
感
が
あ
り
ま
す
。大
切
な
の
は
、他
の
都

市
の
成
功
モ
デ
ル
を
真
似
す
る
こ
と
で
は
な

く
、自
分
の
ま
ち
の
関
係
密
度
や
風
土
に
合
っ

た
形
で「
越
境
の
場
」を
デ
ザ
イ
ン
す
る
こ
と
で

す
。民
間
の
言
葉
で
熱
を
起
こ
し
、熱
の
あ
る
理

屈
で
行
政
を
動
か
す
。そ
の
両
方
が
で
き
る
人

が
増
え
る
と
、ま
ち
は
ど
ん
ど
ん
柔
ら
か
く
な

り
ま
す
。余
白
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、人
が
動
け
る
。

Ｎｏ
Ｍａｐ
ｓ
が
実
践
し
て
き
た「
や
っ
て
い
い
文

化
」が
、皆
さ
ん
の
地
域
で
新
し
い
形
と
し
て
芽

を
出
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
の
再
編
集
へ

自
律
的
に
火
種
を
束
ね
る
座
組
を
待
つ

―
―
札
幌
は
ユ
ネ
ス
コ
に「
メ※

※

デ
ィ
ア
ア
ー
ツ
創
造

都
市
」に
も
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、Ｎ
ｏ
Ｍ
ａ
ｐ
ｓ

と
し
て
の
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
領
域
は
今
、ど
ん
な
状

況
で
す
か
。

廣
瀬　

も
と
も
と
Ｎｏ
Ｍａｐ
ｓ
は
「Sapporo 

Creative Convention

」と
い
う
名
称
で
ス

タ
ー
ト
し
た
ぐ
ら
い
で
、ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
は

ど
真
ん
中
に
あ
り
ま
す
。た
だ
、分
野
が
広
す

ぎ
る
。映
像
、音
楽
、デ
ザ
イ
ン
、ア
ー
ト
な
ど
を
、

ど
こ
で
ど
う
束
ね
る
方
が
良
い
の
か
、ま
だ
模

索
中
で
す
。特
に
ア
ー
ト
や
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

領
域
は
、人
に
よ
っ
て
価
値
観
や
表
現
手
法
が

多
様
な
た
め
、強
引
に
ま
と
め
よ
う
と
す
る
と

こ
ぼ
れ
て
し
ま
う
。だ
か
ら
、今
は〝
座
組
が
熟

す
の
を
待
つ
〟段
階
で
す
。火
種
は
た
く
さ
ん
あ

る
の
で
、あ
と
は
誰
が
ど
う
束
ね
て
く
れ
る
か
。

そ
の
流
れ
を
見
極
め
て
い
る
感
じ
で
す
。

―
―
ク
リ
エ
イ
タ
ー
育
成
に
も
関
わ
っ
て
い
る
と

聞
き
ま
し
た
。

廣
瀬　

は
い
、全
道
高
校
の
軽
音
楽
新
人
大
会

を
Ｎｏ
Ｍａｐ
ｓ
の
名
義
で
開
催
し
て
い
て
、そ
こ

か
ら「LAU

SBU
B

」と
い
う
バ
ン
ド
が
出
て
き

て
海
外
で
も
注
目
さ
れ
ま
し
た
。こ
う
い
う
事

例
が
増
え
る
の
が
理
想
で
す
。札
幌
で
生
ま
れ

た
才
能
が
一
度
外
に
出
て
、ま
た
地
元
と
関
わ

り
な
が
ら
成
長
し
て
い
く
。ク
リ
エ
イ
タ
ー
が

〝
札
幌
を
出
る
こ
と
〟も〝
帰
っ
て
く
る
こ
と
〟も

前
向
き
に
捉
え
ら
れ
る
循
環
を
つ
く
り
た
い
。

地
方
都
市
で
は〝
外
へ
出
る
＝
離
れ
る
〟と
考
え

ら
れ
が
ち
で
す
が
、Ｎｏ
Ｍａｐ
ｓ
は〝
外
と
つ
な

が
る
〟こ
と
を
前
提
に
し
て
い
ま
す
。

―
―
札
幌
の
創
造
都
市
と
い
う
都
市
ブ
ラ
ン
ド
の

扱
い
も
難
し
い
と
こ
ろ
で
す
ね
。

廣
瀬　

そ
う
な
ん
で
す
。本
来
の「
メ
デ
ィ
ア

ア
ー
ツ
創
造
都
市
・
札
幌
」で
は
、伊
藤
委
員
長

が
考
え
る〝
人
間
誰
も
が
ク
リ
エ
イ
タ
ー
〟で
あ

る
と
い
う
思
想
に
近
か
っ
た
は
ず
な
ん
で
す
が
、

最
近
は
関
心
が
Ｘ
Ｒ
や
ゲ
ー
ム
な
ど
の
狭
義
の

メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
に
寄
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
よ

―
―
Ｎ
ｏ
Ｍ
ａ
ｐ
ｓ
は
今
年
で
開
催
10
回
の
節
目
を

迎
え
ら
れ
、今
後
の
展
開
を
ど
う
描
い
て
い
ま
す
か
。

廣
瀬　

10
回
や
っ
て
き
て
、よ
う
や
く
次
の
ス

テ
ー
ジ
が
見
え
て
き
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
力
を

入
れ
た
い
の
は
、テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
再
拡
張
、食

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、そ
し
て
先
ほ
ど
お
話
し
し

た
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
の
再
編
集
で
す
。

　

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
は
原
点
で
も
あ
り
、Ａ
Ｉ
、半

導
体
、ウ
ェ
ル
ネ
ス
な
ど
、新
し
い
分
野
の
プ

レ
イ
ヤ
ー
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
を
ど
う

Ｎｏ
Ｍａｐ
ｓ
の
中
に
取
り
込
む
か
。食
の
分
野
は

よ
う
や
く
動
き
出
し
ま
し
た
。今
年
は
オ
ー
プ

ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
施
設
の「
エ※

※

ア
・
ウ
ォ
ー

タ
ー
の
森
」が
中
心
に
な
り
、1
次
産
業
か
ら
加

工
、物
流
、飲
食
ま
で
を
つ
な
ぐ
大
き
な
取
り
組

み
を
実
現
し
ま
し
た
。10
回
目
に
し
て
よ
う
や

く〝
食
〟と
い
う
テ
ー
マ
が
根
を
張
り
始
め
た
実

感
が
で
て
き
ま
し
た
。

―
―〝
食
〟も
楽
し
そ
う
で
す
ね
。次
の
課
題
は
ど
の

あ
た
り
で
し
ょ
う
？

廣
瀬　

人
と
資
金
、両
方
で
す（
笑
）。で
も
、

Ｎｏ
Ｍａｐ
ｓ
は
規
模
の
大
き
さ
を
競
う
イ
ベ
ン

ト
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。重
要
な
の
は
、関
わ
る
人

の「
当
事
者
意
識
」が
増
え
る
こ
と
。行
政
も
企

業
も
大
学
も
、共
創
の
裏
側
で
ど
う
関
係
を
築

い
て
い
く
か
、そ
れ
こ
そ
が
価
値
な
ん
で
す
。運

営
側
が
全
て
を
あ
つ
ら
え
る
の
で
は
な
く
、み

ん
な
が〝
自
分
ご
と
〟と
し
て
関
わ
れ
る
仕
組
み

―
―
行
政
と
民
間
の
信
頼
関
係
が
深
ま
っ
て
い
っ

た
か
ら
こ
そ
の
柔
軟
さ
で
す
ね
。

廣
瀬　

こ
ち
ら
が「
何
と
か
し
た
い
」と
粘
り
強

く
申
請
を
出
す
う
ち
に
、「
じ
ゃ
あ
こ
う
す
れ
ば

で
き
る
」と
行
政
か
ら
提
案
し
て
く
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。前
例
が
な
け
れ
ば
つ
く
れ
ば

い
い
。最
初
の
一
歩
は
大
変
で
す
が
、ひ
と
た
び

未
踏
が
拓
か
れ
れ
ば
後
に
続
く
人
た
ち
の
道
に

な
る
。札
幌
は
そ
う
し
た
や
っ
て
い
い
文
化
が

少
し
ず
つ
根
づ
き
、行
政
が
頭
ご
な
し
に
止
め

る
の
で
は
な
く
、「
や
る
前
提
で
考
え
る
」ま
ち

に
な
っ
て
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

―
―
他
の
都
市
へ
の
波
及
は
ど
う
で
す
か
。

廣
瀬　
「
Ｎｏ
Ｍａｐ
ｓ
が
言
う
な
ら
仕
方
な
い

ね
」と
い
う
空
気
が
札
幌
の
中
に
で
き
て
き
た

よ
う
に
、今
度
は
他
の
都
市
か
ら「
う
ち
で
も

や
っ
て
み
た
い
」と
い
う
声
が
出
て
き
て
ま
す
。

都
市
空
間
を
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
使
う
と
い
う
考

え
方
が
広
ま
れ
ば
、日
本
全
体
が
も
っ
と
元
気

に
な
る
は
ず
で
す
。札
幌
は
そ
の
実
験
場
で
い

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。制
度
や
ル
ー
ル
は
守
り

な
が
ら
も
、そ
の
内
側
で
ど
れ
だ
け
自
由
に
楽

し
く
遊
べ
る
か
。Ｎｏ
Ｍａｐ
ｓ
は
、そ
の〝
遊
び
方

の
実
例
〟を
増
や
す
活
動
で
も
あ
る
ん
で
す
。

次
の
10
年
に
つ
な
ぐ
Ｎ
ｏ
Ｍ
ａ
ｐ
ｓ
2・0

テ
ッ
ク
・
フ
ー
ド
・
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
か
ら

「NoMaps2025」開催時のオフィシャルラウンジ案内のポスター。場所はNoMaps実行委

員会が活用を請け負うイベントスペース「4PLA PARK」。廣瀬氏のインタビューもここで

行った。

札幌の中⼼部に公⺠連携の実証フィールドとして、北海道ビル跡地に期間限定でオー

プンした「SAPPORO CULTURE FARM／凹場 anaBa」

「NoMaps2025」開催時に国交省北海道開発局との交渉で設置できたチ・カ・ホ（札

幌駅通地下歩行空間）の看板。左壁の手前から奥にかけて３枚見える。

を
含
む
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
が
関
わ
り
な
が
ら
動

い
て
き
た
流
れ
が
あ
り
ま
す
。「4PLA PARK

」

（
ｐ
・
3
参
照
）も
そ
の
成
果
の
一
つ
と
し
て
、札

幌
市
が
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
整
え
、“

ま
ち
の
リ

ビ
ン
グ”

と
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。今
で
は
誰
も

が
自
由
に
イ
ベ
ン
ト
を
行
え
る
場
と
し
て
活
用

さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、チ
・
カ
・
ホ（
札
幌
駅

前
通
地
下
歩
行
空
間
）に
大
き
な
看
板
を
設
置

し
た
と
き
も
、国
交
省
北
海
道
開
発
局
の
担
当

者
が「
柱
巻
き
ポ
ス
タ
ー
扱
い
に
す
れ
ば
、そ
の

サ
イ
ズ
分
の
平
面
面
積
で
も
Ｏ
Ｋ
」と
前
向
き

な
解
釈
で
許
可
し
て
く
れ
ま
し
た
。ル
ー
ル
を

ど
う
解
釈
し
直
せ
ば
新
し
い
こ
と
が
で
き
る
か

を
、行
政
側
も
一
緒
に
考
え
て
く
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
、本
当
に
大
き
い
で
す
。

う
な
気
が
し
ま
す
。Ｎｏ
Ｍａｐ
ｓ
は
創
造
す
る
人

を
支
え
る
側
で
あ
り
た
い
。ア
ー
テ
ィ
ス
ト
だ

け
で
な
く
、ま
ち
を
使
っ
て
何
か
を
や
り
た
い

人
す
べ
て
を
ク
リ
エ
イ
タ
ー
と
捉
え
て
支
援
す

る
。そ
の
方
が
札
幌
の
自
由
な
気
風
に
合
っ
て

い
る
と
思
い
ま
す
ね
。

都
市
価
値
と
市
民
の
や
る
気
を
高
め
る

札
幌
の
開
か
れ
た
力〝
や
っ
て
い
い
文
化
〟

―
―
Ｎ
ｏ
Ｍ
ａ
ｐ
ｓ
の
活
動
を
通
し
て
、札
幌
と
い
う

都
市
が
変
化
し
て
き
た
実
感
は
あ
り
ま
す
か
。

廣
瀬　

た
と
え
ば
公
開
空
地
の
扱
い
を
見
て
も
、

札
幌
は
確
実
に
柔
軟
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。ま

ち
の
公
共
ス
ペ
ー
ス
を
も
っ
と
自
由
に
使
い
た

い
と
い
う
市
民
の
思
い
の
も
と
、
N
o
M
a
p
s

　 　 都 市 空 間 を

メディア として 使 う と い う

　 考 え 方 が 広 ま れ ば 、

　 　 　 日 本 全 体 が

 もっと元 気 に な る は ず で す。

※
1【
S

×

S
W 

サ
ウ
ス
・
バ
イ
・
サ
ウ
ス
ウ
エ
ス
ト
】

米
テ
キ
サ
ス
州
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
で
開
催
さ
れ
る
世
界
最

大
級
の
音
楽
祭
、映
画
祭
か
ら
最
先
端
技
術
や
ビ
ジ
ネ
ス

を
組
み
合
わ
せ
た
ビ
ジ
ネ
ス
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
＆
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
で
あ
る
。

※
2【
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ツ
創
造
都
市
】
ユ
ネ
ス
コ
創
造
都

市
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
加
盟
し
、「
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ツ
」分
野

で
認
定
さ
れ
た
都
市
の
こ
と
。

※
3【
エ
ア
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
の
森
】
民
間
企
業
が
開
く
共

創
拠
点
。ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
と
の
協
働
で
、産
業
循
環
を

生
む
実
証
フ
ィ
ー
ル
ド
に
挑
ん
で
い
る
。
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札幌都心におけるリンクタワーの役割

宗　アーバンネット札幌リンクタワーは、2026年6月

の竣工に向け、旧HBC本社跡地という象徴的な場所に

オフィス・ホテル・商業店舗・スタートアップ支援施設を

一体で整備しています。この複合性が札幌駅南口から大

通にかけての新しいビジネスのはじまりを生み出しま

す。都心の重心が動く中で、このエリアが取り残されな

いよう、にぎわいや多様な人の流れを創出する拠点をめ

ざしています。 

佐藤　本計画の構想を進めていた2018〜19年は、札

幌市が「STARTUP CITY SAPPORO」（現・STARTUP 

HOKKAIDO）を立ち上げ、スタートアップを成長戦略

の柱に据え始めた時期でした。しかし当時の札幌市中心

部には、核となるインキュベーション施設がなく、企業・

市民・学生等が自然に交わる“共創の場”が不足していまし

た。そこで本計画にスタートアップ支援施設を組み込み、

まちなかに新しい産業の流れを生み出そうとしたのです。

宗　当社としては、全国で推進する地方創生プロジェク

トの一つとして、この場所に“都市課題と未来創造の接

点”を組み込むことをミッションとしてきました。だか

らこそ、単なるオフィス供給ではなく、都市の未来像と

産業づくりを同時に考える必要がありました。

“人・企業・行政”をつなぐ交流拠点へ 

佐藤　物件名称の“リンク”タワーには、多様な主体を結

ぶハブでありたいという思いがあります。オフィスワー

カー、観光客、地域住民、スタートアップ、学生、行政

等が同じ空間で交わることで、新しい価値が生まれま

す。 とくにスタートアップにとっては、大企業等と“日

常的に交流できる距離感”が重要で、リンクタワーはそ

の環境を意識して設計されています。 

宗　札幌は地下歩行空間「チ・カ・ホ」を軸にした“冬でも

歩ける都市”で、札幌駅と大通駅の双方に強い磁力があ

ります。リンクタワーはその中心軸の少し外側ですが、 

チ・カ・ホにつながる北一条公共地下歩道とも接続し道

庁から大通への動線上にあり、観光・行政・ビジネスが交

わる絶好の位置です。 

三谷　サウスに整備するスタートアップ支援拠点を

「HooK」と名付け、2025年9月には札幌市と「スタート

アップ支援に関する連携協定」を締結しました。官民連

携でエコシステムをつくり、都市全体の企業誘致や新産

業創出につなげる取り組みが本格化していきます。

スタートアップが芽吹く“きっかけの場”HooK 

三谷　「HooK」という名前には、挑戦のきっかけ（hook）

を提供したい思いと、人・アイデア・企業が“hook up（出

会う・つながる）”場でありたい思いを込めています。ロ

ゴの“oo”は“∞（無限大）”で表現し、ここで生まれたア

イデアが札幌から世界へ広がる象徴としました。

佐藤　HooKにはコワーキングスペース、スモールオ

フィス、会議室、イベントラウンジなど、シード～アー

リー期のスタートアップに必要な機能を揃えています。

また、スタートアップの壁打ちや共同実証、ピッチや

ワークショップなどのイベント運営といったソフト支

援を組み合わせることで、ハードとソフトが相互に作用

し、共創が加速する仕組みを実現していきます。 

宗　空間デザインは地元デザイナーに依頼し、札幌発

の拠点として“地域性”を大切にしました。イノベーショ

ンコミュニティに強い地元の運営会社の知見も反映し、

吹き抜けのラウンジ、ピッチ等ができるステージ、バー

カウンター風の交流スペースをレイアウトするなど、人

が交わる仕掛けを多層的に組み込んでいます。 

三谷　ノースのオフィスに入居する大企業側にも「Hoo

Kでスタートアップと出会いたい」というニーズがあり、

スポンサー制度などの仕組みも検討中です。施設内だけ

でなくオフィスや1階アトリウムも活用し、施設全体を

“つながる拠点”として育てていきたいと考えています。 

2026年夏。札幌のスタートアップは次のステージへ

宗　アーバンネット札幌リンクタワーは2026年6月竣

工、HooKは7月開業予定です。現在は入居希望企業と

の対話を進め、支援プログラムの準備も進行していま

す。詳細はまだ語れないのですが、都心におけるスター

トアップ支援の中核として、これまでにない役割を担え

る見通しです。 

佐藤　リンクタワーという“出会い・挑戦・実証”の場が

生まれることで、札幌は新たな成長ステージに進むと考

えます。ここで生まれる取り組みが、雇用創出や企業間

連携を促進し、地域のにぎわいを創出することで、北海

道全体の産業成長につながることを期待しています。 

三谷　挑戦者たちが自然と集まり、混ざり、道を拓いて

いく。その“最初の一歩”を、この「リンク」と「HooK」で

つくり続けたいと考えています。（談）

札幌都心から挑戦と共創が立ち上がる
まちに動きを創り出す、HooK（フック）がつなぐ新たな出会い
「アーバンネット札幌リンクタワー」を舞台に動き始める、スタートアップ支援の最前線を、拠点づくり
の現場からひもとく。

「HooK」（フック）は、「アーバンネット札幌リンク
タワー」低層棟（サウス）に整備される2026年夏
に開業予定のスタートアップ支援施設。起業家・
企業・学生が集い、つながり、挑戦が事業へと育
つ“きっかけ”の場である。コワーキングやスモー
ルオフィス、イベントラウンジを備え、「STARTUP 
HOKKAIDO」などと連携し、多様な起業支援や実
証、交流プログラム等の展開を予定している。

スタートアップ育成・創出の場として期待される「HooK」

のコワーキングスペースとエントランス（ 完成予想CG）。

佐藤 隼 氏
NTT都市開発株式会社 
開発本部 開発推進部 担当課長

札幌出身。都市計画を専攻。201
1年入社後、品川シーズンテラス
の開発業務や関西支店でのPM
業務の経験を経て、現在の開発業
務を担当。宗氏とともに2018 〜
19年の案件化時から本プロジェ
クトに参画している。

宗 慎一郎 氏
NTT都市開発株式会社 
開発本部 開発推進部 担当部長

 都市計画を学び2009年に入社。
住宅・CRE業務を経て現在の開
発業務を担当。2018 〜19年の
案件化時から本プロジェクトに
参画し、現在はプロジェクトマ
ネージャとして全体を統括する。

三谷 莉子 氏
NTT都市開発株式会社 
開発本部 開発推進部

 札幌出身。大学で働き方やオフィ
スに関する研究を行い、2023年
に入社。ホテル・オフィス・商業・
HooKなど多様なアセットの企
画・調整を担い、札幌の拠点づ
くりに携わる。

「アーバンネット札幌リンクタ

ワー」の全景（完成予想CG）。

北海道札幌市中央区北一条西

5丁目1番 4に位置し、地上26

階・地 下2階 建 て。2026年6

月竣工予定の複合ビル。延床面

積は約60,908㎡。

ノースにはオフィス・ホテル、サ
ウスにはスタートアップ支援施

設（HooK）、各低層部には店舗

や広場を備え、多面的な交流を

実現する新たな都心の拠点で

ある。  

「HooK」外観（完成予想CG）。高層のノースの南側に位置する。


